
浄　
西　
寺　
の　
二　
基　
の　
石　
塔　
は　
、　
大　
正　
時　
代　
に　

油　
宇　
の　
海　
岸　
か　
ら　
移　
し　
た　
と　
い　
う　
。　
名　
号　
で　

阿　
弥　
陀　
三　
尊　
を　
あ　
ら　
わ　
し　
、　
本　
来　
は　
南　
無　
勢　

至　
菩　
薩　
を　
加　
え　
た　
三　
尊　
碑　
と　
し　
て　
造　
立　
さ　
れ　

た　
も　
の　
で　
あ　
る　
。　

南　
無　
観　
世　
音　
菩　
薩　
の　
上　
の　
梵　
字　
は　
三　
尊　
を　

守　
護　
す　
る　
四　
天　
王　
の　
う　
ち　
、　
増　
長　
天　
の　
種　
子　

「　
ビ　
」　
で　
あ　
る　
。　「　
□　
宅　
正　
国　
」　
の　
供　
養　
の　
た　
め　

清　
原　
氏　
が　
造　
立　
し　
た　
。　
鎌　
倉　
時　
代　
初　
期　
の　
建　

仁　
二　
年　
（　
一　
二　
〇　
二　
）　
の　
造　
立　
で　
、　
在　
銘　
遺　
品　

と　
し　
て　
は　
山　
口　
県　
を　
含　
む　
瀬　
戸　
内　
地　
方　
最　
古　

で　
、　
全　
国　
的　
に　
も　
早　
い　
こ　
ろ　
の　
石　
塔　
で　
あ　
る　
。　

安　
山　
岩　
の　
自　
然　
石　
に　
幅　
広　
で　
浅　
く　
削　
っ　
た　

平　
底　
彫　
り　
の　
石　
彫　
技　
術　
も　
素　
朴　
で　
、　断　
面　
Ｖ　
字　

の　
薬　
研　
彫　
り　
以　
前　
の　
古　
様　
を　
し　
め　
し　
て　
い　
る　
。　
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一
、
宮
本
常
一
の
人
と
な
り

宮　
本　
常　
一　
先　
生　
は　
明　
治　
四　
〇　
年　
八　
月　
一　
日　

大　
島　
郡　
東　
和　
町　
に　
生　
ま　
れ　
、　
文　
学　
博　
士　
・　
武　

蔵　
野　
美　
大　
名　
誉　
教　
授　
で　
あ　
り　
、　
民　
俗　
学　
者　
並　

び　
に　
民　
具　
学　
者　
と　
し　
て　
活　
動　
さ　
れ　
ま　
し　
た　
。　

宮　
本　
先　
生　
は　
、　
民　
俗　
学　
者　
と　
し　
て　
著　
名　
な　

柳　
田　
国　
男　
氏　
に　
匹　
敵　
す　
る　
人　
と　
し　
て　
、　
並　
び　

賞　
さ　
れ　
た　
人　
で　
す　
が　
、　
単　
な　
る　
民　
俗　
学　
者　
に　

止　
ま　
ら　
ず　
、　
地　
域　
に　
適　
し　
た　
産　
業　
の　
奨　
励　
、　

実　
施　
に　
よ　
る　
地　
域　
の　
振　
興　
な　
ど　
に　
も　
力　
を　
注　

が　
れ　
ま　
し　
た　
の　
で　
、　
現　
在　
も　
各　
地　
で　
、　
尊　
敬　

さ　
れ　
親　
し　
ま　
れ　
て　
い　
ま　
す　
。　
こ　
の　
こ　
と　
は　
、　

な　
く　
な　
ら　
れ　
て　
十　
八　
年　
経　
っ　
た　
現　
在　
で　
も　
、　

宮　
本　
先　
生　
に　
関　
す　
る　
著　
書　
が　
、　
次　
々　
に　
発　
行　

さ　
れ　
て　
い　
る　
こ　
と　
を　
み　
て　
も　
、　
並　
で　
な　
い　
方　

と　
い　
う　
こ　
と　
が　
わ　
か　
り　
ま　
す　
。　

ノ　
ン　
フ　
ィ　
ク　
シ　
ョ　
ン　
作　
家　
と　
し　
て　
著　
名　
な　

佐　
野　
真　
一　
氏　
は　
、　
膨　
大　
な　
調　
査　
を　
基　
に　
「　
宮　

本　
常　
一　
と　
渋　
沢　
敬　
三　
　　
旅　
す　
る　
巨　
人　
」　（　
平　
成　

八　
年　
出　
版　
）　
と　
い　
う　
著　
書　
で　
、　『　
名　
誉　
や　
栄　
達　

を　
超　
越　
し　
た　
研　
究　
の　
徒　
で　
あ　
っ　
た　
。　』　
と　
宮　
本　

先　
生　
を　
顕　
彰　
さ　
れ　
、　
敬　
意　
を　
も　
っ　
て　
書　
か　
れ　

て　
い　
ま　
す　
。　

毛　
利　
甚　
八　
氏　
は　
、　
宮　
本　
先　
生　
に　
惹　
か　
れ　
て　
、　

三　
年　
以　
上　
も　
宮　
本　
先　
生　
の　
歩　
か　
れ　
た　
道　
を　
た　

ど　
り　
、　「　
宮　
本　
常　
一　
を　
歩　
く　
　　
日　
本　
の　
辺　
境　
を　

旅　
す　
る　
」　（　
上　
巻　
・　
下　
巻　
　　
平　
成　
十　
年　
度　
出　
版　
）　

を　
出　
版　
さ　
れ　
、　
現　
在　
で　
も　
各　
地　
に　
宮　
本　
先　
生　

を　
慕　
う　
人　
た　
ち　
の　
い　
る　
こ　
と　
に　
驚　
き　
を　
も　
っ　

た　
、　
と　
記　
さ　
れ　

て　
い　
ま　
す　
。　

ま　
た　
、　
旅　
の　

達　
人　
と　
い　
わ　
れ　

る　
高　
田　
宏　
氏　
は　

「　
島　
へ　
　　
十　
二　

の　
旅　
の　
物　
語　
」　

（　
平　
成　
十　
年　
八　

月　
）　
の　
な　
か　
で　

『　
宮　
本　
常　
一　
さ　

ん　
の　
ふ　
る　
さ　
と　

周　
防　
大　
島　
』　
を　

訪　
ね　
、　
宮　
本　
先　

生　
の　
奥　
様　
ア　
サ　

子　
さ　
ん　
や　
次　
男　

の　
光　
さ　
ん　
と　
話　
し　
た　
こ　
と　
が　
、　
親　
し　
み　
を　
こ　

め　
て　
書　
か　
れ　
て　
い　
ま　
す　
。　

こ　
の　
よ　
う　
に　
亡　
く　
な　
ら　
れ　
て　
十　
八　
年　
経　
っ　

た　
現　
在　
で　
も　
、　
宮　
本　
先　
生　
に　
関　
す　
る　
本　
が　

次　
々　
に　
出　
版　
さ　
れ　
、　
多　
く　
の　
人　
か　
ら　
尊　
敬　
さ　

れ　
親　
し　
ま　
れ　
て　
い　
る　
と　
い　
う　
こ　
と　
で　
も　
、　
宮　

本　
先　
生　
の　
立　
派　
な　
こ　
と　
が　
、　
伺　
え　
ま　
す　
。　

ま　
た　
、　
作　
家　
と　
し　
て　
有　
名　
な　
司　
馬　
遼　
太　
郎　

さ　
ん　
は　
、　「　
宮　
本　
さ　
ん　
は　
地　
面　
を　
空　
気　
の　
よ　
う　

に　
動　
き　
な　
が　
ら　
、　
歩　
い　
て　
、　
歩　
き　
去　
り　
ま　
し　
た　
。　

日　
本　
の　
人　
と　
山　
河　
を　
、　
こ　
の　
人　
ほ　
ど　
確　
か　
な　

目　
で　
見　
た　
人　
は　
少　
な　
い　
と　
思　
い　
ま　
す　
。　」　
と　
推　

奨　
さ　
れ　
、　
旅　
行　
の　
参　
考　
に　
さ　
れ　
た　
よ　
う　
で　
す　
。　

し　
か　
し　
、　
宮　
本　
先　
生　
が　
単　
な　
る　
民　
俗　
学　
者　

で　
は　
な　
く　
、　
旅　
す　
る　
と　
き　
に　
訪　
ね　
た　
各　
地　
で　

そ　
の　
地　
域　
に　
合　
っ　
た　
特　
産　
物　
の　
生　
産　
を　
助　
言　

さ　
れ　
、　
例　
え　
ば　
佐　
渡　
で　
は　
柿　
の　
生　
産　
を　
奨　
励　

さ　
れ　
、　
こ　
れ　
が　
現　
在　
の　
特　
産　
物　
と　
な　
り　
、　
地　

域　
を　
潤　
し　
て　
い　
ま　
す　
。　

ま　
た　
、　
民　
俗　
芸　
能　
の　
発　
展　
に　
力　
を　
そ　
そ　
ぎ　
、　

田　
耕　
氏　
の　
「　
鬼　
太　
鼓　
座　
」　
、　
坂　
本　
長　
利　
氏　
の　

「　
土　
佐　
源　
氏　
」　
、　
村　
崎　
修　
二　
氏　
の　
「　
周　
防　
猿　
回　

し　
」　
な　
ど　
現　
在　
も　
盛　
ん　
に　
活　
動　
し　
て　
い　
ま　
す　
。　

宮　
本　
先　
生　
の　
仏　
前　
に　
置　
か　
れ　
て　
い　
る　
芳　
名　
簿　

に　
は　
、　
こ　
れ　
ら　
の　
方　
が　
何　
回　
も　
訪　
れ　
、　
田　
耕　

氏　
は　
十　
七　
回　
忌　
に　
あ　
た　
り　
、　
宮　
本　
常　
一　
記　
念　

事　
業　
の　
一　
助　
に　
と　
多　
額　
の　
寄　
付　
を　
さ　
れ　
た　
と　
、　

承　
っ　
て　
い　
ま　
す　
。　

二
、　
宮
本
常　
一　〈
同
時
代
の
証
言
〉　

か
ら

―　
宮　
本　
常　
一　
追　
悼　
文　
集　
か　
ら　

宮　
本　
常　
一　
先　
生　
は　
昭　
和　
五　
十　
六　
年　
（　
一　
九　

八　
一　
）　
一　
月　
三　
十　
日　
亡　
く　
な　
ら　
れ　
ま　
し　
た　
が　
、　

同　
年　
五　
月　
一　
日　
に　
、　
早　
く　
も　
追　
い　
か　
け　
る　
よ　

う　
に　
、　
追　
悼　
文　
集　
が　
刊　
行　
さ　
れ　
て　
い　
ま　
す　
。　

そ　
の　
文　
集　
の　
ペ　
ー　
ジ　
数　
は　
予　
定　
を　
は　
る　
か　
に　

越　
え　
、　
五　
八　
三　
ペ　
ー　
ジ　
の　
多　
き　
に　
な　
り　
、　
二　

五　
六　
人　
の　
方　
々　
が　
寄　
稿　
さ　
れ　
て　
い　
て　
、　
い　
か　

に　
宮　
本　
先　
生　
が　
大　
勢　
の　
人　
か　
ら　
、　
慕　
わ　
れ　
て　

い　
た　
か　
が　
伺　
え　
ま　
す　
。　

た　
だ　
尊　
敬　
す　
る　
と　
い　
う　
の　
で　
は　
な　
く　
、　
ま　

る　
で　
自　
分　
一　
人　
の　
先　
生　
の　
よ　
う　
な　
、　
本　
当　
に　

親　
し　
み　
を　
持　
ち　
、　
尊　
敬　
の　
気　
持　
ち　
を　
込　
め　
て　
、　

書　
か　
れ　
て　
い　
ま　
す　
。　

そ　
の　
文　
集　
の　
終　
わ　
り　
に　
載　
せ　
ら　
れ　
て　
い　
る　

学　
歴　
・　
職　
歴　
を　
見　
ま　
す　
と　
、　
昭　
和　
三　
十　
六　
年　

文　
学　
博　
士　
の　
取　
得　
、　
昭　
和　
五　
十　
二　
年　
武　
蔵　
野　

大　
学　
名　
誉　
教　
授　
、　
昭　
和　
五　
十　
六　
年　
勲　
三　
等　
瑞　

宝　
章　
を　
叙　
勲　
さ　
れ　
た　
と　
の　
こ　
と　
で　
す　
。　

こ　
れ　
は　
離　
島　
振　
興　
や　
、　
多　
く　
の　
学　
会　
活　
動　
、　

郷　
土　
研　
究　
、　
民　
具　
学　
の　
提　
唱　
、　
塩　
業　
の　
調　
査　

の　
ま　
と　
め　
な　
ど　
、　
数　
多　
く　
の　
仕　
事　
を　
さ　
れ　
た　

こ　
と　
に　
よ　
る　
功　
労　
が　
認　
め　
ら　
れ　
て　
の　
だ　
と　
思　

い　
ま　
す　
。　

そ　
の　
ほ　
か　
の　
肩　
書　
き　
た　
る　
や　
、　
二　
十　
以　
上　

も　
あ　
り　
ま　
す　
。　
自　
分　
で　
希　
望　
し　
た　
の　
で　
は　
な　

く　
、　
仕　
事　
の　
関　
係　
で　
出　
さ　
れ　
た　
肩　
書　
き　
で　
あ　

る　
こ　
と　
が　
伺　
え　
ま　
す　
。　

三
、
東
和
町
と
宮
本
先
生

一
）
離
島
振
興
と
宮
本
先
生

宮　
本　
先　
生　
は　
、　
明　
治　
四　
十　
年　
八　
月　
一　
日　
大　

島　
郡　
東　
和　
町　
長　
崎　
に　
生　
ま　
れ　
ま　
し　
た　
。　
東　
和　

町　
と　
の　
直　
接　
の　
つ　
な　
が　
り　
に　
つ　
い　
て　
見　
ま　
す　

と　
、　
離　
島　
で　
あ　
る　
周　
防　
大　
島　
の　
実　
情　
か　
ら　
、　

離　
島　
振　
興　
の　
必　
要　
性　
を　
痛　
感　
さ　
れ　
ま　
し　
た　
。　
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そ　
こ　
で　
昭　
和　
二　
十　
八　
年　
全　
国　
離　
島　
振　
興　
協　

議　
会　
設　
立　
に　
貢　
献　
し　
、　
幹　
事　
長　
・　
事　
務　
局　
長　

を　
歴　
任　
さ　
れ　
、　
東　
和　
町　
の　
た　
め　
に　
、　
離　
島　
振　

興　
施　
策　
と　
し　
て　
、　
沖　
家　
室　
大　
橋　
の　
建　
設　
に　
力　

を　
尽　
く　
さ　
れ　
、　
実　
現　
さ　
せ　
ま　
し　
た　
。　
沖　
家　
室　

の　
人　
が　
ど　
れ　
ほ　
ど　
喜　
ん　
だ　
か　
、　
図　
り　
知　
れ　
な　

い　
と　
思　
い　
ま　
す　
。　
昭　
和　
五　
十　
六　
年　
完　
成　
を　
待　

た　
ず　
亡　
く　
な　
ら　
れ　
ま　
し　
た　
が　
、　
自　
分　
の　
名　
前　

は　
出　
さ　
ず　
全　
国　
の　
人　
の　
協　
力　
に　
よ　
り　
出　
来　
た　

の　
だ　
と　
記　
す　
よ　
う　
、　
強　
調　
さ　
れ　
て　
い　
た　
と　
聞　

い　
て　
い　
ま　
す　
。　

宮　
本　
先　
生　
は　
郷　
土　
の　
復　
興　
を　
実　
現　
す　
る　
た　

め　
の　
手　
始　
め　
の　
仕　
事　
に　
、　
民　
具　
の　
収　
集　
か　
ら　

手　
が　
け　
る　
こ　
と　
を　
教　
え　
、　
東　
和　
町　
で　
も　
実　
施　

さ　
れ　
、　
こ　
れ　
が　
現　
在　
で　
は　
東　
和　
町　
長　
崎　
に　
あ　

る　
文　
化　
財　
収　
蔵　
庫　
と　
な　
り　
、　
ま　
た　
そ　
の　
傍　
ら　

に　
農　
村　
交　
流　
伝　
承　
館　
（　
服　
部　
屋　
敷　
）　
も　
建　
設　

さ　
れ　
て　
い　
ま　
す　
。　

こ　
の　
ほ　
か　
全　
国　
市　
町　
村　
史　
の　
お　
手　
本　
と　
な　

る　
東　
和　
町　
誌　
の　
編　
集　
な　
ど　
の　
仕　
事　
を　
さ　
れ　
ま　

し　
た　
が　
、　
市　
町　
村　
史　
の　
編　
纂　
に　
つ　
い　
て　
は　
、　

隣　
の　
久　
賀　
町　
史　
を　
は　
じ　
め　
、　
全　
国　
の　
市　
町　
村　

史　
に　
関　
す　
る　
著　
籍　
が　
、　
宮　
本　
家　
の　
文　
庫　
に　
数　

多　
く　
残　
さ　
れ　
て　
い　
ま　
す　
。　

二
）
郷
土
大
学
と
宮
本
先
生

亡　
く　
な　
ら　
れ　
る　
直　
前　
の　
昭　
和　
五　
十　
五　
年　

（　
一　
九　
八　
九　
）　
に　
は　
郷　
土　
大　
学　
を　
つ　
く　
ら　
れ　
、　

学　
長　
と　
し　
て　
郷　
土　
の　
歴　
史　
を　
講　
義　
、　
若　
手　
の　

育　
成　
に　
努　
め　
ら　
れ　
ま　
し　
た　
。　

短　
い　
期　
間　
で　
し　
た　
が　
、　
自　
ら　
郷　
土　
史　
の　
講　

義　
を　
行　
い　
、　『　
得　
た　
知　
識　
を　
東　
和　
町　
で　
ど　
う　
実　

践　
し　
て　
、　
日　
本　
の　
へ　
き　
す　
う　
の　
地　
で　
あ　
る　
東　

和　
町　
で　
な　
く　
、　
我　
々　
に　
と　
っ　
て　
東　
和　
町　
が　
、　

こ　
の　
地　
球　
の　
真　
ん　
中　
で　
あ　
る　
。　
そ　
う　
い　
う　
意　

欲　
を　
持　
っ　
て　
町　
づ　
く　
り　
に　
い　
そ　
し　
む　
、　
こ　
れ　

が　
新　
し　
い　
郷　
土　
主　
義　
の　
ほ　
ん　
と　
う　
の　
姿　
で　
す　
』　

と　
説　
か　
れ　
ま　
し　
た　
。　

私　
は　
宮　
本　
先　
生　
が　
亡　
く　
な　
ら　
れ　
て　
学　
長　
に　

お　
さ　
れ　
、　
現　
在　
に　
至　
っ　
て　
い　
ま　
す　
。　
先　
生　
の　

亡　
き　
後　
、　
学　
ん　
だ　
こ　
と　
を　
東　
和　
町　
の　
内　
外　
で　

実　
践　
す　
る　
こ　
と　
が　
先　
生　
の　
意　
思　
を　
継　
ぐ　
こ　
と　

と　
考　
え　
ま　
し　
た　
。　

こ　
の　
考　
え　
方　
に　
従　
っ　
て　
、　
現　
在　
で　
は　
郷　
土　

大　
学　
に　
学　
ん　
だ　
人　
た　
ち　
が　
、　
郷　
土　
の　
中　
堅　
と　

な　
り　
、　
農　
業　
・　
水　
産　
業　
・　
商　
業　
・　
役　
場　
・　
農　

協　
・　
教　
員　
・　
郵　
便　
局　
・　
僧　
侶　
・　
議　
員　
さ　
ん　
な　

ど　
、　
い　
ろ　
い　
ろ　
の　
職　
場　
や　
領　
域　
で　
活　
動　
し　
て　

い　
ま　
す　
し　
、　
一　
月　
か　
二　
月　
に　
一　
回　
集　
ま　
っ　
て　

勉　
強　
会　
を　
開　
い　
て　
い　
ま　
す　
。　

面　
白　
い　
の　
は　
宮　
本　
先　
生　
か　
ら　
、　
み　
ん　
な　
強　

い　
影　
響　
を　
受　
け　
て　
い　
る　
の　
で　
す　
が　
、　
そ　
れ　
ぞ　

れ　
受　
け　
と　
り　
か　
た　
が　
異　
な　
っ　
て　
い　
る　
と　
い　
う　

こ　
と　
で　
す　
。　
し　
か　
し　
良　
い　
東　
和　
町　
を　
作　
ろ　
う　

い　
う　
考　
え　
は　
、　
共　
通　
し　
て　
い　
る　
の　
で　
す　
。　

三
）
宮
本
常
一
記
念
事
業

策
定
審
議
会
に
つ
い
て

宮　
本　
先　
生　
が　
亡　
く　
な　
れ　
た　
後　
、　
当　
時　
の　
町　

長　
柳　
居　
俊　
学　
氏　
が　
町　
議　
会　
に　
諮　
り　
、　
審　
議　
会　

規　
則　
が　
昭　
和　
六　
十　
一　
年　
九　
月　
に　
制　
定　
さ　
れ　
ま　

し　
た　
。　

主　
な　
審　
議　
事　
項　
は　

①　
宮　
本　
常　
一　
記　
念　
事　
業　
の　
構　
想　
策　
定　
に　
関　

す　
る　
こ　
と　
。　

②　
前　
号　
の　
記　
念　
事　
業　
に　
か　
か　
る　
地　
域　
の　
振　

興　
計　
画　
に　
関　
す　
る　
こ　
と　
。　

と　
な　
っ　
て　
い　
て　
、　
現　
在　
も　
続　
い　
て　
い　
ま　
す　
。　

会　
長　
は　
町　
長　
で　
あ　
り　
、　
そ　
の　
下　
に　
二　
つ　
の　

部　
会　
、　
専　
門　
部　
会　
と　
推　
進　
部　
会　
が　
あ　
り　
、　
年　

一　
・　
二　
回　
集　
会　
を　
開　
催　
し　
て　
い　
ま　
す　
。　

こ　
れ　
ま　
で　
東　
和　
町　
で　
は　
文　
化　
財　
収　
蔵　
庫　
の　

建　
設　
、　
服　
部　
屋　
敷　
の　
復　
元　
（　
農　
村　
交　
流　
伝　
承　

館　
）　
な　
ど　
を　
記　
念　
事　
業　
の　
一　
環　
と　
し　
て　
実　
施　

し　
て　
き　
ま　
し　
た　
。　

し　
か　
し　
宮　
本　
記　
念　
館　
な　
ど　
宮　
本　
先　
生　
に　
直　

接　
関　
係　
の　
あ　
る　
事　
業　
に　
つ　
い　
て　
は　
、　
宮　
本　
家　

の　
じ　
ゅ　
う　
ぶ　
ん　
な　
了　
解　
が　
得　
ら　
れ　
な　
い　
ま　
ま　
、　

今　
日　
に　
至　
っ　
て　
い　
ま　
し　
た　
が　
、　
平　
成　
八　
年　
の　

宮　
本　
常　
一　
十　
七　
回　
忌　
を　
機　
に　
、　
了　
解　
が　
得　
ら　

れ　
ま　
し　
た　
。　

そ　
れ　
に　
宮　
本　
家　
か　
ら　
の　
図　
書　
・　
写　
真　
・　
原　

稿　
・　
講　
演　
テ　
ー　
プ　
等　
を　
ま　
と　
め　
て　
宮　
本　
文　
書　

館　
（　
案　
）　
と　
し　
て　
保　
存　
す　
る　
と　
共　
に　
、　
こ　
れ　

ら　
を　
整　
備　
し　
て　
日　
本　
全　
体　
の　
資　
料　
と　
し　
て　
ま　

と　
め　
、　
イ　
ン　
タ　
ー　
ネ　
ッ　
ト　
で　
活　
用　
を　
図　
る　
な　

ど　
し　
て　
、　
宮　
本　
先　
生　
の　
い　
わ　
れ　
る　
よ　
う　
に　
東　

和　
町　
が　
日　
本　
の　
中　
心　
に　
な　
る　
よ　
う　
事　
業　
を　
進　

め　
て　
行　
け　
た　
ら　
と　
考　
え　
ま　
す　
。　

な　
お　
、　
東　
和　
町　
で　
は　
陸　
奥　
記　
念　
館　
、　
な　
ぎ　

さ　
水　
族　
館　
な　
ど　
が　
あ　
り　
、　
こ　
れ　
に　
文　
化　
財　
収　

蔵　
庫　
、　
農　
村　
交　
流　
伝　
承　
館　
を　
加　
え　
る　
と　
立　
派　

な　
総　
合　
博　
物　
館　
と　
い　
う　
こ　
と　
に　
な　
り　
ま　
す　
。　

こ　
れ　
ら　
、　
す　
で　
に　
出　
来　
て　
い　
る　
も　
の　
を　
ま　

と　
め　
、　
宮　
本　
文　
書　
館　
を　
中　
心　
に　
、　
東　
和　
町　
出　

身　
の　
立　
派　
な　
方　
々　
の　
業　
績　
も　
合　
わ　
せ　
、　
東　
和　

町　
ふ　
る　
さ　
と　
づ　
く　
り　
の　
中　
心　
と　
す　
る　
よ　
う　
に　

し　
て　
行　
く　
こ　
と　
が　
、　
宮　
本　
先　
生　
の　
意　
志　
を　
継　

ぐ　
こ　
と　
に　
な　
る　
の　
で　
は　
な　
い　
で　
し　
ょ　
う　
か　
。　

宮
本
常
一
家
の
蔵
書　
・　
撮
影

写
真
フ
イ
ル
ム　
・　
原
稿
類
が

東
和
町
へ
寄
贈
さ
れ
る
こ

と
に
つ
い
て

一
、
驚
異
的
写
真
家
宮
本
常
一

十
万
枚
に
及
ぶ
写
真
記
録

東　
和　
町　
長　
崎　
出　
身　
で　
、　
名　
誉　
町　
民　
・　
文　
学　

博　
士　
・　
武　
蔵　
野　
美　
大　
名　
誉　
教　
授　
な　
ど　
数　
々　
の　

肩　
書　
き　
を　
持　
つ　
、　
民　
俗　
学　
者　
の　
宮　
本　
常　
一　
先　

生　
の　
ご　
家　
族　
か　
ら　
、　
膨　
大　
な　
量　
の　
蔵　
書　
・　
写　

真　
フ　
ィ　
ル　
ム　
な　
ど　
宮　
本　
先　
生　
生　
前　
活　
動　
の　
基　

と　
な　
っ　
て　
い　
る　
貴　
重　
な　
資　
料　
の　
全　
部　
を　
、　
東　
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和　
町　
に　
寄　
贈　
す　
る　
と　
い　
う　
申　
し　
出　
が　
あ　
り　
ま　

し　
た　
。　
こ　
れ　
ま　
で　
宮　
本　
常　
一　
記　
念　
事　
業　
を　
進　

め　
る　
上　
で　
、　
ど　
う　
し　
て　
も　
把　
握　
で　
き　
な　
か　
っ　

た　
こ　
と　
の　
一　
つ　
に　
、　
写　
真　
が　
果　
た　
し　
て　
ど　
の　

く　
ら　
い　
あ　
る　
か　
、　
解　
ら　
な　
い　
こ　
と　
で　
し　
た　
。　

た　
ま　
た　
ま　
府　
中　
の　
宮　
本　
家　
で　
書　
庫　
に　
雨　
漏　

り　
が　
す　
る　
の　
で　
、　
建　
て　
替　
え　
る　
と　
い　
う　
こ　
と　

を　
伺　
い　
ま　
し　
た　
の　
で　
、　
宮　
本　
千　
晴　
さ　
ん　
に　
お　

願　
い　
し　
て　
、　
図　
書　
の　
冊　
数　
と　
写　
真　
の　
数　
を　
あ　

た　
る　
こ　
と　
に　
致　
し　
ま　
し　
た　
。　

こ　
こ　
で　
驚　
く　
こ　
と　
に　
行　
き　
当　
た　
っ　
た　
の　
で　

す　
。　
そ　
れ　
は　
宮　
本　
先　
生　
の　
写　
さ　
れ　
た　
写　
真　
数　

が　
、　
九　
万　
枚　
か　
ら　
十　
万　
枚　
に　
及　
び　
そ　
う　
だ　
と　

い　
う　
こ　
と　
で　
す　
。　
そ　
の　
大　
半　
が　
全　
国　
を　
旅　
し　

た　
と　
き　
の　
、　
列　
島　
改　
造　
前　
の　
写　
真　
で　
、　
今　
と　

な　
っ　
て　
は　
写　
そ　
う　
に　
も　
写　
せ　
な　
い　
写　
真　
が　
殆　

ど　
で　
、　
他　
に　
祭　
り　
や　
行　
事　
、　
民　
具　
や　
古　
い　
絵　

巻　
物　
の　
写　
真　
な　
ど　
で　
す　
。　
全　
国　
を　
た　
だ　
歩　
い　

た　
だ　
け　
で　
な　
く　
、　
そ　
の　
記　
録　
を　
写　
真　
と　
し　
て　

残　
し　
た　
こ　
と　
に　
な　
る　
の　
で　
す　
。　

二
、
宮
本
常
一
家
の

蔵
書　
・　
写
真　
・　
フ
イ
ル
ム

東　
京　
府　
中　
市　
の　
宮　
本　
邸　
（　
現　
在　
長　
男　
千　
晴　

さ　
ん　
在　
住　
）　
並　
び　
に　
山　
口　
県　
東　
和　
町　
の　
家　

（　
宮　
本　
常　
一　
先　
生　
の　
奥　
様　
ア　
サ　
子　
さ　
ん　
と　
次　
男　

光　
さ　
ん　
夫　
婦　
在　
住　
）　
に　
は　
、　
宮　
本　
常　
一　
先　
生　

ゆ　
か　
り　
の　
、　
蔵　
書　
類　
・　
写　
真　
類　
ほ　
か　
が　
収　
納　

さ　
れ　
て　
い　
ま　
す　
。　

こ　
の　
た　
び　
宮　
本　
家　
の　
好　
意　
に　
よ　
り　
宮　
本　
常　

一　
先　
生　
に　
関　
係　
す　
る　
図　
書　
・　
撮　
影　
写　
真　
フ　
イ　

ル　
ム　
・　
自　
筆　
原　
稿　
そ　
の　
他　
を　
、　
東　
和　
町　
に　
寄　

贈　
さ　
れ　
る　
こ　
と　
に　
な　
り　
ま　
し　
た　
。　
実　
際　
に　
当　

た　
っ　
て　
見　
る　
と　
、　
そ　
の　
膨　
大　
さ　
に　
驚　
く　
ば　
か　

り　
で　
す　
。　

内　
　　
容　

①　
図　
書　
類　
　　
宮　
本　
常　
一　
著　
作　
　　
単　
著　
共　
著　

監　
修　
　　
編　
集　
な　
ど　
の　
図　
書　

②　
著　
作　
の　
た　
め　
の　
参　
考　
図　
書　
類　

③　
学　
術　
雑　
誌　
他　
　　
宮　
本　
常　
一　
投　
稿　

依　
頼　
原　
稿　
な　
ど　

④　
原　
稿　
　　
ノ　
ー　
ト　
　　
日　
記　
類　

⑤　
書　
簡　
　　
宮　
本　
常　
一　
宛　
の　
も　
の　

⑥　
写　
真　
　　
フ　
イ　
ル　
ム　
と　
ア　
ル　
バ　
ム　

⑦　
そ　
の　
他　
関　
連　
の　
あ　
る　
も　
の　

以　
上　
は　
概　
要　
で　
す　
が　
、　
図　
書　
・　
写　
真　
フ　
イ　

ル　
ム　
な　
ど　
、　
あ　
ま　
り　
に　
も　
膨　
大　
な　
た　
め　
、　
ま　

だ　
全　
部　
を　
ま　
と　
め　
き　
れ　
な　
い　
で　
い　
る　
の　
が　
現　

状　
で　
す　
。　

概　
要　
に　
つ　
い　
て　
ま　
と　
め　
て　
み　
ま　
す　
と　
次　
ぎ　

の　
よ　
う　
で　
す　
。　

一
）
図
　
書

約
二
万
冊

図　
書　
に　
つ　
い　
て　
は　
府　
中　
に　
あ　
る　
宮　
本　
家　
の　

一　
室　
が　
書　
庫　
に　
な　
っ　
て　
い　
て　
、　
書　
架　
の　
棚　
の　

長　
さ　
の　
合　
計　
が　
約　
二　
百　
八　
十　
メ　
ー　
ト　
ル　
、　
冊　

数　
に　
し　
て　
一　
万　
数　
千　
冊　
、　
そ　
れ　
に　
学　
会　
誌　
・　

雑　
誌　
類　
が　
ダ　
ン　
ボ　
ー　
ル　
に　
約　
二　
十　
箱　
あ　
り　
ま　

す　
。　ま　

た　
、　
東　
和　
町　
の　
宮　
本　
家　
の　
元　
書　
庫　
に　
は　
、　

宮　
本　
常　
一　
著　
書　
・　
共　
著　
・　
監　
修　
図　
書　
ほ　
か　
、　

農　
林　
水　
産　
業　
・　
経　
済　
歴　
史　
関　
係　
図　
書　

約　
五　
千　
冊　

古　
文　
書　
関　
係　
図　
書　

ダ　
ン　
ボ　
ー　
ル　
十　
箱　

武　
蔵　
野　
美　
大　
教　
育　
関　
連　
図　
書　

ダ　
ン　
ボ　
ー　
ル　
十　
箱　

な　
ど　
が　
あ　
り　
、　
両　
者　
合　
わ　
せ　
る　
と　
、　
図　
書　
二　

万　
冊　
以　
上　
と　
な　
る　
と　
見　
ら　
れ　
ま　
す　
。　

こ　
の　
ほ　
か　

放　
送　
台　
本　
・　
ネ　
ガ　
・　
ス　
ラ　
イ　
ド　

な　
ど　
が　
保　
存　
さ　
れ　
て　
い　
ま　
す　
。　
あ　
ま　
り　
に　
も　

膨　
大　
な　
資　
料　
の　
た　
め　
、　
全　
体　
に　
つ　
い　
て　
の　
把　

握　
は　
、　
ま　
だ　
出　
来　
て　
い　
ま　
せ　
ん　
。　

二
）
宮
本
常
一
旅
行
中
の

撮
影
写
真
約
十
万
枚

（
一
）
こ
れ
ま
で
の
写
真

宮　
本　
先　
生　
が　
旅　
行　
中　
に　
写　
さ　
れ　
た　
フ　
イ　
ル　

ム　
の　
な　
か　
の　
七　
八　
〇　
本　
が　
、　
写　
真　
焼　
き　
付　
け　

を　
終　
わ　
り　
、　
枚　
数　
四　
万　
三　
千　
枚　
ま　
で　
は　
、　
す　

で　
に　
東　
和　
町　
企　
画　
課　
で　
、　
ア　
ル　
バ　
ム　
と　
し　
て　

処　
理　
さ　
れ　
て　
い　
ま　
す　
。　

今　
回　
調　
査　
し　
ま　
し　
た　
と　
こ　
ろ　
、　
写　
真　
フ　
イ　

ル　
ム　
数　
は　
さ　
ら　
に　
増　
え　
、　
フ　
イ　
ル　
ム　
総　
数　
約　

一　，　

六　
六　
〇　
本　
、　
写　
真　
は　
三　
十　
六　
枚　
撮　
り　
フ　
イ　

ル　
ム　
を　
ハ　
ー　
フ　
サ　
イ　
ズ　
で　
写　
さ　
れ　
て　
い　
る　
も　

の　
が　
多　
く　
、　
概　
数　
で　
は　
約　
八　
万　
枚　
に　
な　
る　
と　

見　
ら　
れ　
ま　
す　
。　

（
二
）
写
真
整
理

（
フ
イ
ル
ム
・
ア
ル
バ
ム
類
）

①　
フ　
イ　
ル　
ム　
総　
数　
　　
約　
千　
七　
百　
本　
日　
本　
の　

旅　
行　
中　
に　
写　
さ　
れ　
た　
フ　
イ　
ル　
ム　
が　
主　
で　
、　

ほ　
か　
に　
中　
国　
・　
ア　
フ　
リ　
カ　
民　
具　
・　
近　
世　

風　
俗　
誌　
な　
ど　
の　
接　
写　
を　
含　
む　

こ　
の　
な　
か　
で　
東　
和　
町　
す　
で　
に　
焼　
付　
け　
を　

終　
わ　
っ　
た　
も　
の　

②　
焼　
き　
付　
け　
写　
真　
数　

四　
五　，　

二　
五　
二　
枚　

（
三
）
宮
本
先
生
が
旅
行
中
に

撮
影
し
た
も
の

№　
一　
〜　
№　
一　
六　
二　
五　
本　

内　
　　
欠　
数　

一　
四　
三　
本　

差　
し　
引　
き　

小　
計　
　　
一　，　

四　
八　
二　
本　

（
四
）
民
具　
・　
埴
輪　
・　
近
世
風
俗
誌
な
ど

接　
　　
写　

四　
一　
本　
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そ　
の　
他　

四　
四　
本　

小　
　　
計　

八　
五　
本　

合　
　　
計　

一　，　

五　
六　
七　
本　

（
五
）
ア
フ
リ
カ

小　
計　
　　
　　

九　
二　
本　

合　
計　
　　
一　，　

六　
五　
九　
本　

以　
上　
の　
な　
か　
で　
フ　
イ　
ル　
ム　
№　
七　
七　
八　
ま　
で　

は　
、　
東　
和　
町　
で　
す　
で　
に　
サ　
ー　
ビ　
ス　
サ　
イ　
ズ　
に　

焼　
き　
付　
け　
さ　
れ　
ア　
ル　
バ　
ム　
に　
納　
め　
ら　
れ　
て　
い　

ま　
す　
。　

（
六
）
写
真
枚
数

①　
№　
一　
〜　
№　
七　
七　
八　
ま　
で　

小　
計　
　　
四　
一　，　

二　
五　
二　
枚　

②　
№　
七　
七　
九　
〜　
№　
一　
六　
二　
五　
ま　
で　

推　
計　
　　
四　
四　，　

八　
〇　
〇　
枚　

宮　
本　
先　
生　
は　
三　
五　
ミ　
リ　
フ　
イ　
ル　
ム　
を　
用　
い　

て　
写　
真　
撮　
影　
さ　
れ　
て　
い　
る　
た　
め　
、　
三　
六　
枚　
撮　

り　
と　
ハ　
ー　
フ　
サ　
イ　
ズ　
七　
二　
枚　
撮　
り　
で　
写　
さ　
れ　

て　
い　
る　
も　
の　
の　
二　
種　
類　
が　
あ　
る　
た　
め　
、　
正　
確　

な　
数　
を　
ま　
だ　
把　
握　
で　
き　
て　
い　
ま　
せ　
ん　
が　
、　
フ　

イ　
ル　
ム　
一　
本　
当　
た　
り　
五　
三　
枚　
撮　
影　
さ　
れ　
て　
い　

る　
と　
す　
れ　
ば　
全　
枚　
数　推　

計　
　　
約　
八　
六　，　

〇　
〇　
〇　
枚　

と　
い　
う　
膨　
大　
な　
写　
真　
数　
と　
な　
り　
ま　
す　
。　

じ　
つ　
は　
こ　
れ　
で　
ほ　
ぼ　
枚　
数　
が　
確　
保　
で　
き　
た　

と　
思　
っ　
た　
の　
で　
す　
が　
、　
東　
和　
町　
の　
宮　
本　
家　
の　

書　
庫　
に　
、　
お　
お　
く　
の　
図　
書　
（　
主　
と　
し　
て　
農　

業　
・　
漁　
業　
・　
塩　
業　
関　
係　
の　
図　
書　
）　
と　
、　
フ　
イ　

ル　
ム　
約　
一　
八　
〇　
本　
、　
ス　
ラ　
イ　
ド　
約　
五　
〇　
〇　
枚　

な　
ど　
、　
図　
書　
も　
ダ　
ン　
ボ　
ー　
ル　
に　
入　
っ　
た　
未　
整　

理　
の　
も　
の　
も　
あ　
り　
、　
宮　
本　
先　
生　
の　
仕　
事　
の　
広　

さ　
深　
さ　
の　
計　
り　
知　
れ　
な　
い　
こ　
と　
を　
つ　
く　
づ　
く　

か　
ん　
じ　
ま　
す　
。　

三
）
ア
ル
バ
ム
の
整
理
に
つ
い
て

Ｔ　
Ｅ　
Ｍ　
研　
究　
所　
川　
崎　
和　
彦　
さ　
ん　
が　
、　
平　
成　

五　
年　
四　
月　
二　
四　
日　
ま　
で　
に　
、　
フ　
イ　
ル　
ム　
№　
七　

七　
八　
ま　
で　
欠　
フ　
イ　
ル　
ム　
数　
の　
調　
査　
を　
終　
わ　
っ　

て　
い　
ま　
す　
。　

（
一
）
宮
本
先
生
の
フ
イ
ル
ム
台
帳

宮　
本　
先　
生　
の　
フ　
イ　
ル　
ム　
台　
帳　
に　
は　
№　
一　

〜　
№　
一　，　

一　
五　
五　
ま　
で　
は　
フ　
イ　
ル　
ム　
の　
№　
と　

フ　
イ　
ル　
ム　
の　
呼　
び　
出　
し　
名　
称　
と　
、　
簡　
単　
な　

写　
し　
た　
場　
所　
な　
ど　
）　
の　
説　
明　
が　
あ　
り　
、　
写　

真　
の　
撮　
影　
場　
所　
な　
ど　
が　
、　
記　
載　
さ　
れ　
て　
い　

ま　
す　
。　

）　

し　
か　
し　
一　
枚　
一　
枚　
に　
つ　
い　
て　
は　
、　
記　
録　

が　
少　
な　
く　
、　
未　
整　
理　
と　
な　
っ　
て　
い　
ま　
す　
。　

（
二
）
ア
ル
バ
ム

）　

宮　
本　
家　
に　
は　
フ　
イ　
ル　
ム　
以　
外　
に　
一　
二　
〇　

冊　
の　
ア　
ル　
バ　
ム　
が　
あ　
り　
、　
こ　
れ　
に　
は　
写　
真　

を　
写　
し　
た　
場　
所　
ほ　
か　
が　
記　
さ　
れ　
て　
い　
ま　
す　

の　
で　
、　
東　
和　
町　
で　
作　
ら　
れ　
た　
、　
ア　
ル　
バ　
ム　

と　
照　
合　
す　
れ　
ば　
、　
写　
真　
の　
撮　
影　
場　
所　
・　
時　

期　
に　
つ　
い　
て　
知　
る　
こ　
と　
が　
で　
き　
ま　
す　
。　

（
三
）
東
和
町
で
の
写
真
整
理

①　
平　
成　
四　
年　
五　
月　
十　
三　
日　
か　
ら　
五　
年　
四　
月　

二　
四　
日　
ま　
で　
に　
№　
七　
七　
九　
か　
ら　
№　
八　
六　

九　
ま　
で　
ア　
ル　
バ　
ム　
整　
理　
終　
了　
（　
サ　
ー　
ビ　

ス　
版　
焼　
き　
は　
ま　
だ　
）　

以　
上　
　　
川　
崎　
和　
彦　
さ　
ん　
の　
記　
録　
に　
よ　
る　

②　
東　
和　
町　
で　
の　
写　
真　
整　
理　

№　
七　
七　
九　
ま　
で　
サ　
ー　
ビ　
ス　
版　
を　
ア　
ル　
バ　

ム　
に　
整　
理　
済　
み　

（　
四　
一　，　

二　
五　
二　
枚　
）　

写　
真　
に　
つ　
い　
て　
は　
、　
ま　
だ　
こ　
れ　
以　
外　
の　
フ　

イ　
ル　
ム　
や　
写　
真　
が　
あ　
り　
、　
今　
後　
も　
整　
理　
を　
継　

続　
す　
る　
必　
要　
が　
あ　
り　
ま　
す　
。　

四　
）　
図　
書　
・　
写　
真　
ほ　
か　
の　

受　
入　
方　
法　
・　
管　
理　
方　
法　
に　
つ　
い　
て　

東　
和　
町　
で　
は　
受　
入　
に　
つ　
い　
て　
、　
準　
備　
を　
進　

め　
て　
い　
ま　
す　
。　

宮　
本　
家　
で　
は　
府　
中　
の　
家　
を　
改　
築　
す　
る　
予　
定　

が　
あ　
り　
、　
建　
築　
の　
始　
ま　
る　
平　
成　
十　
一　
年　
四　
月　

頃　
に　
、　
東　
和　
町　
に　
宮　
本　
家　
か　
ら　
寄　
贈　
図　
書　
ほ　

か　
一　
切　
の　
も　
の　
を　
東　
和　
町　
総　
合　
セ　
ン　
タ　
ー　
の　

二　
階　
に　
受　
け　
入　
れ　
、　
有　
効　
な　
利　
用　
方　
法　
に　
つ　

い　
て　
、　今　
後　
相　
談　
す　
る　
こ　
と　
に　
な　
っ　
て　
い　
ま　
す　
。　

す　
で　
に　
、　
こ　
れ　
ま　
で　
東　
和　
町　
・　
周　
防　
大　

島　
・　
瀬　
戸　
内　
海　
な　
ど　
、　
宮　
本　
先　
生　
の　
写　
さ　
れ　

た　
写　
真　
の　
ア　
ル　
バ　
ム　
作　
り　
を　
実　
施　
し　
て　
お　
り　
、　

今　
後　
も　
継　
続　
す　
る　
こ　
と　
に　
な　
っ　
て　
い　
ま　
す　
。　

五
）
図
書
写
真
の
管
理
方
法
に
つ
い
て

貴　
重　
な　
図　
書　
の　
散　
逸　
を　
防　
ぐ　
と　
共　
に　
、　
有　

効　
な　
利　
用　
方　
法　
等　
に　
つ　
い　
て　
、　
委　
員　
会　
を　
作　

る　
な　
ど　
し　
て　
相　
談　
す　
る　
こ　
と　
も　
必　
要　
か　
と　
、　

考　
え　
ら　
れ　
ま　
す　
。　

六
）
宮
本
文
書
館
の
設
立
に
つ
い
て

一　
案　
と　
し　
て　
、　
写　
真　
フ　
イ　
ル　
ム　
・　
ア　
ル　
バ　

ム　
な　
ど　
も　
多　
い　
こ　
と　
か　
ら　
、　
図　
書　
館　
か　
ら　
切　

り　
離　
し　
て　
、　
宮　
本　
文　
書　
館　
（　
も　
ん　
じ　
ょ　
か　
ん　
）　

と　
し　
て　
こ　
の　
膨　
大　
な　
資　
料　
を　
ま　
と　
め　
た　
ら　
ど　

う　
か　
と　
考　
え　
て　
い　
ま　
す　
。　

七
）
宮
本
家
所
蔵
図
書　
・　
写
真
の

価
値
に
つ
い
て

（
一
）
図
書
に
つ
い
て

こ　
の　
た　
び　
東　
和　
町　
に　
図　
書　
が　
寄　
贈　
さ　
れ　
る　

に　
つ　
い　
て　
、　
著　
作　
目　
録　
を　
宮　
本　
千　
晴　
さ　
ん　
が　

作　
成　
中　
で　
す　
の　
で　
、　
明　
ら　
か　
に　
な　
る　
と　
思　
い　

ま　
す　
。　

こ　
れ　
ま　
で　
に　
、　
昭　
和　
五　
六　
年　
（　
一　
九　
八　
一　
）　

一　
月　
三　
十　
日　
宮　
本　
先　
生　
が　
亡　
く　
な　
ら　
れ　
た　
後　
、　

一　
九　
三　
二　
年　
か　
ら　
一　
九　
八　
一　
年　
ま　
で　
の　
も　
の　

を　
武　
蔵　
野　
美　
大　
田　
村　
善　
次　
郎　
教　
授　
が　
、　「　
宮　
本　

常　
一　
著　
作　
目　
録　
」　
と　
し　
て　
ま　
と　
め　
ら　
れ　
た　
も　

の　
が　
あ　
り　
ま　
す　
。　

（
二
）
図
書　
・　
写
真
の
受
入　
・　
整
理
を

す
る
た
め
の
委
員
会

こ　
れ　
ら　
宮　
本　
先　
生　
の　
資　
料　
は　
、　
た　
だ　
東　
和　

町　
に　
保　
存　
す　
る　
の　
で　
は　
な　
く　
、　
全　
国　
的　
に　
働　

き　
か　
け　
て　
、　
整　
理　
の　
方　
法　
・　
活　
用　
法　
を　
相　
談　

し　
、　
有　
効　
な　
利　
用　
を　
図　
る　
こ　
と　
が　
大　
切　
と　
考　

え　
ま　
す　
。　

そ　
の　
た　
め　
に　
は　
、　
ま　
ず　
東　
和　
町　
の　
受　
け　
入　

れ　
体　
制　
を　
充　
実　
し　
て　
置　
く　
こ　
と　
が　
、　
最　
も　
必　

要　
な　
こ　
と　
だ　
と　
考　
え　
ま　
す　
。　
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宮
本
文
書
館　
（
案
）　
の
建
設

と
博
物
館　
・　
図
書
館
な
ど
の

文
化
施
設
に
つ
い
て

一
、
宮
本
文
書
館
の
設
立
に
つ
い
て

宮　
本　
先　
生　
の　
膨　
大　
な　
図　
書　
・　
写　
真　
・　
資　
料　

が　
東　
和　
町　
に　
寄　
贈　
さ　
れ　
る　
こ　
と　
に　
な　
り　
ま　
し　

た　
。　
こ　
れ　
を　
受　
け　
入　
れ　
る　
た　
め　
に　
、　
宮　
本　
常　

一　
文　
書　
館　
を　
造　
り　
、　
受　
入　
れ　
て　
は　
ど　
う　
か　
と　

考　
え　
ま　
し　
た　
。　

文　
書　
館　
と　
は　
聞　
き　
慣　
れ　
な　
い　
言　
葉　
で　
す　
が　
、　

図　
書　
以　
外　
の　
写　
真　
・　
フ　
イ　
ル　
ム　
・　
ビ　
デ　
オ　
な　

ど　
を　
中　
心　
に　
し　
た　
図　
書　
館　
・　
資　
料　
館　
を　
合　
わ　

し　
た　
も　
の　
と　
考　
え　
て　
よ　
く　
、　
規　
模　
も　
小　
さ　
く　

て　
良　
い　
の　
で　
す　
。　

最　
近　
、　
東　
和　
町　
に　
は　
い　
ろ　
い　
ろ　
の　
施　
設　
・　

建　
物　
が　
設　
置　
さ　
れ　
て　
い　
ま　
す　
。　
民　
俗　
資　
料　
収　

蔵　
庫　
・　
服　
部　
屋　
敷　
（　
農　
村　
交　
流　
伝　
承　
館　
）　
・　

道　
の　
駅　
・　
陸　
上　
競　
技　
場　
な　
ど　
が　
、　
東　
和　
町　
長　

崎　
の　
埋　
立　
地　
に　
で　
き　
、　
か　
っ　
て　
は　
海　
だ　
っ　
た　

と　
こ　
ろ　
が　
、　
見　
違　
え　
る　
よ　
う　
に　
な　
っ　
て　
い　
ま　

す　
。　ま　

た　
平　
野　
・　
森　
に　
は　
東　
和　
ふ　
る　
さ　
と　
セ　
ン　

タ　
ー　
・　
町　
総　
合　
セ　
ン　
タ　
ー　
が　
、　
陸　
奥　
記　
念　

館　
・　
な　
ぎ　
さ　
水　
族　
館　
が　
伊　
保　
田　
に　
、　
片　
添　
ヶ　

浜　
海　
浜　
公　
園　
・　
サ　
ン　
ス　
ポ　
ー　
ツ　
ラ　
ン　
ド　
片　
添　

な　
ど　
が　
東　
和　
町　
南　
側　
の　
海　
岸　
に　
と　
、　
次　
々　
に　

驚　
く　
ほ　
ど　
多　
く　
の　
施　
設　
・　
建　
造　
物　
が　
誕　
生　
し　

て　
い　
ま　
す　
。　

そ　
の　
ほ　
か　
、　
長　
崎　
・　
平　
野　
海　
岸　
の　
埋　
め　
立　
て　

工　
事　
・　
護　
岸　
工　
事　
・　
大　
規　
模　
農　
道　
・　
沖　
家　
室　

大　
橋　
と　
、　
土　
地　
利　
用　
・　
道　
路　
も　
整　
備　
さ　
れ　
、　

便　
利　
に　
な　
っ　
て　
き　
ま　
し　
た　
。　

こ　
の　
な　
か　
に　
は　
宮　
本　
常　
一　
記　
念　
事　
業　
に　
関　

係　
す　
る　
も　
の　
も　
含　
ま　
れ　
て　
い　
ま　
す　
が　
、　
い　
ろ　

い　
ろ　
の　
事　
業　
が　
混　
ざ　
っ　
て　
複　
雑　
で　
す　
。　
記　
念　

事　
業　
の　
将　
来　
、　
東　
和　
町　
の　
将　
来　
を　
考　
え　
る　
た　

め　
に　
、　
建　
築　
物　
・　
施　
設　
な　
ど　
に　
つ　
い　
て　
、　
基　

本　
的　
な　
こ　
と　
か　
ら　
、　
整　
理　
し　
な　
が　
ら　
、　
文　
書　

館　
に　
つ　
い　
て　
考　
え　
て　
み　
ま　
し　
た　
。　

二
、
変
わ
っ
て
き
た
博
物
館
・

記
念
館

宮　
本　
常　
一　
記　
念　
事　
業　
の　
参　
考　
に　
す　
る　
た　
め　

に　
博　
物　
館　
・　
美　
術　
館　
・　
記　
念　
館　
・　
図　
書　
館　
な　

ど　
を　
約　
三　
十　
館　
見　
学　
し　
ま　
し　
た　
。　
こ　
れ　
ら　
を　

見　
学　
し　
て　
解　
っ　
た　
こ　
と　
は　
、　
以　
前　
と　
違　
い　
名　

称　
か　
ら　
内　
容　
に　
至　
る　
ま　
で　
、　
大　
き　
く　
変　
わ　
り　

つ　
つ　
あ　
る　
こ　
と　
で　
す　
。　
十　
年　
前　
の　
も　
の　
で　
も　
、　

新　
し　
い　
も　
の　
に　
作　
り　
替　
え　
て　
い　
た　
り　
、　
こ　
こ　

十　
年　
で　
大　
き　
く　
内　
容　
も　
活　
動　
も　
変　
わ　
っ　
て　
い　

ま　
す　
。　
名　
称　
も　
親　
し　
み　
易　
く　
な　
っ　
て　
、　
堅　
苦　

し　
さ　
を　
無　
く　
し　
、　
市　
民　
の　
な　
か　
に　
と　
け　
込　
ん　

だ　
施　
設　
と　
な　
っ　
て　
い　
て　
、　
こ　
れ　
か　
ら　
の　
博　
物　

館　
・　
図　
書　
館　
の　
あ　
り　
方　
を　
示　
し　
て　
い　
ま　
す　
。　

い　
ま　
さ　
ら　
と　
思　
う　
か　
も　
し　
れ　
ま　
せ　
ん　
が　
、　

宮　
本　
常　
一　
記　
念　
事　
業　
を　
ま　
と　
め　
る　
意　
味　
か　
ら　

も　
、　
記　
念　
館　
・　
博　
物　
館　
・　
図　
書　
館　
・　
文　
書　

館　
・　
資　
料　
館　
等　
に　
つ　
い　
て　
区　
分　
・　
内　
容　
を　
整　

理　
し　
て　
見　
ま　
し　
た　
。　

一
）
博
物
館
と
は
？

博　
物　
館　
法　
に　
よ　
り　
ま　
す　
と　

①　
物　
を　
調　
査　
し　
研　
究　
す　
る　
機　
能　

②　
物　
を　
収　
集　
し　
補　
完　
す　
る　
機　
能　

③　
物　
を　
公　
開　
し　
教　
育　
す　
る　
機　
能　

を　
持　
っ　
て　
い　
る　
施　
設　
と　
い　
う　
こ　
と　
に　
な　
り　
ま　

す　
。　

二　
）　
運　
営　
上　
か　
ら　

①　
継　
続　
的　
な　
展　
示　
施　
設　
・　
設　
備　
を　
備　
え　
る　

②　
オ　
リ　
ジ　
ナ　
ル　
な　
資　
料　
（　
実　
物　
）　
を　
収　
蔵　

し　
て　
い　
る　

③　
職　
員　
に　
よ　
る　
独　
自　
な　
公　
共　
的　
運　
営　

④　
継　
続　
的　
な　
一　
般　
公　
開　

以　
上　
四　
点　
が　
満　
た　
さ　
れ　
た　
も　
の　
を　
博　
物　
館　

と　
い　
い　
ま　
す　
。　

た　
だ　
、　
運　
営　
面　
で　
は　
学　
芸　
員　
の　
資　
格　
が　
必　

要　
と　
い　
う　
こ　
と　
に　
な　
り　
ま　
す　
。　

三
、
博
物
館
法
に
基
づ
く

登
録
博
物
館
に
は

博　
物　
館　
　　
総　
合　
・　
歴　
史　
・　
民　
俗　
・　
美　
術　
・　
科　

学　
・　
野　
外　
な　
ど　
の　
博　
物　
館　

ま　
た　
、　
博　
物　
館　
相　
当　
施　
設　
と　
し　
て　
は　

動　
物　
園　
・　
植　
物　
園　
・　
水　
族　
館　
・　
自　

然　
科　
学　
セ　
ン　
タ　
ー　
・　
プ　
ラ　
ネ　
タ　
リ　

ウ　
ム　
な　
ど　
が　
あ　
り　
ま　
す　
。　

東　
和　
町　
に　
は　
博　
物　
館　
相　
当　
施　
設　
も　
多　
く　
、　

文　
化　
財　
収　
蔵　
庫　
ほ　
か　
を　
ま　
と　
め　
れ　
ば　
、　
立　
派　

な　
博　
物　
館　
と　
も　
い　
え　
ま　
す　
。　

以　
上　
の　
よ　
う　
に　
博　
物　
館　
は　
い　
ろ　
い　
ろ　
幅　
の　

広　
い　
内　
容　
を　
持　
っ　
て　
い　
ま　
す　
。　

一　
九　
六　
〇　
年　
以　
降　
各　
都　
市　
で　
は　
地　
域　
活　
動　

の　
一　
つ　
と　
し　
て　
大　
阪　
市　
立　
自　
然　
博　
物　
館　
、　
横　

須　
賀　
市　
立　
自　
然　
・　
人　
文　
博　
物　
館　
、　
平　
塚　
博　
物　

館　
な　
ど　
が　
生　
ま　
れ　
、　
地　
域　
活　
動　
が　
盛　
ん　
に　
な　

り　
ま　
し　
た　
。　
建　
物　
は　
独　
立　
し　
た　
施　
設　
も　
あ　
れ　

ば　
、　
同　
じ　
場　
所　
に　
併　
設　
し　
た　
も　
の　
等　
が　
あ　
り　
、　

そ　
れ　
ぞ　
れ　
特　
色　
を　
打　
ち　
出　
し　
て　
い　
ま　
す　
。　

一
）
宮
本
記
念
館
と
図
書
館　
・　
文
書
館

宮　
本　
常　
一　
の　
膨　
大　
な　
資　
料　
を　
整　
理　
し　
、　
ま　

と　
め　
る　
た　
め　
に　
は　
、　
宮　
本　
記　
念　
館　
を　
ど　
の　
施　

設　
に　
組　
み　
入　
れ　
る　
の　
が　
よ　
い　
か　
考　
慮　
す　
る　
必　

要　
が　
あ　
り　
ま　
す　
。　

図　
書　
館　
・　
文　
書　
館　
と　
の　
違　
い　
は　

図　
書　
館　
と　
は　
図　
書　
館　
法　
に　
よ　
れ　
ば　

①　
図　
書　
館　
は　
資　
料　
提　
供　
に　
よ　
っ　
て　
住　
民　
の　

学　
習　
権　
を　
社　
会　
的　
に　
保　
証　
す　
る　
機　
関　

で　
す　
。　

②　
資　
料　
を　
収　
集　
し　
、　
整　
理　
し　
、　
保　
存　
し　
て　

一　
般　
公　
衆　
の　
利　
用　
に　
供　
し　
、　
そ　
の　
教　
養　
、　

調　
査　
、　
研　
究　
、　
レ　
ク　
リ　
ェ　
ー　
シ　
ョ　
ン　
な　

ど　
に　
資　
す　
る　
こ　
と　
を　
目　
的　
と　
し　
て　
い　
ま　

す　
。　

③　
著　
書　
の　
原　
稿　
が　
印　
刷　
さ　
れ　
た　
図　
書　
資　
料　

を　
中　
心　
と　
し　
て　
い　
ま　
す　
。　

文　
書　
館　
と　
は　

①　
あ　
る　
特　
定　
の　
機　
関　
、　
団　
体　
な　
い　
し　
個　
人　

が　
組　
織　
的　
・　
社　
会　
的　
活　
動　
を　
遂　
行　
す　
る　

過　
程　
で　
作　
成　
さ　
れ　
た　
り　
、　
受　
け　
取　
っ　
た　

り　
し　
た　
さ　
ま　
ざ　
ま　
な　
形　
で　
の　
記　
録　
情　
報　

を　
、　
一　
括　
し　
て　
保　
存　
・　
整　
理　
し　
、　
調　

査　
・　
研　
究　
の　
う　
え　
公　
開　
す　
る　
機　
関　
の　
こ　

と　
②　
主　
た　
る　
対　
象　
と　
な　
る　
の　
は　
、　
文　
書　
記　
録　

で　
あ　
る　
が　
、　
写　
真　
・　
ビ　
デ　
オ　
テ　
ー　
プ　
・　

録　
音　
テ　
ー　
プ　
・　
レ　
コ　
ー　
ド　
な　
ど　
も　
そ　
の　

対　
象　
に　
入　
り　
ま　
す　
。　

③　
関　
連　
す　
る　
全　
国　
歴　
史　
資　
料　
保　
存　
利　
用　
機　

関　
連　
絡　
協　
議　
会　
の　
活　
動　
も　
活　
発　
で　
あ　
る　

以　
上　
、　
図　
書　
館　
・　
文　
書　
館　
・　
博　
物　
館　
に　
つ　

い　
て　
比　
較　
し　
ま　
し　
た　
が　
、　
宮　
本　
先　
生　
の　
膨　
大　

な　
写　
真　
・　
放　
送　
録　
音　
・　
ビ　
デ　
オ　
・　
図　
書　
な　
ど　

の　
整　
理　
・　
保　
存　
・　
公　
開　
の　
方　
法　
・　
名　
称　
等　
に　

つ　
い　
て　
考　
え　
る　
と　
、　
宮　
本　
文　
書　
館　
が　
適　
当　
と　

考　
え　
ま　
す　
。　
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四
、
宮
本
文
書
館
の
運
営
に
つ
い
て

宮　
本　
文　
書　
館　
の　
価　
値　
は　
、　
見　
る　
人　
が　
み　
れ　

ば　
、　
そ　
の　
価　
値　
は　
計　
り　
知　
れ　
な　
い　
も　
の　
が　
あ　

り　
、　
写　
真　
に　
し　
て　
も　
全　
国　
的　
で　
、　
学　
問　
的　
に　

も　
今　
後　
の　
日　
本　
を　
考　
え　
る　
上　
で　
貴　
重　
な　
資　
料　

で　
す　
。　

速　
や　
か　
に　
利　
用　
し　
や　
す　
い　
よ　
う　
写　
真　
整　
理　
、　

図　
書　
整　
理　
す　
る　
必　
要　
が　
あ　
り　
ま　
す　
。　
現　
在　
は　

パ　
ソ　
コ　
ン　
な　
ど　
を　
利　
用　
す　
る　
必　
要　
が　
あ　
り　
ま　

す　
。　
現　
在　
は　
パ　
ソ　
コ　
ン　
な　
ど　
を　
利　
用　
す　
る　
方　

法　
も　
開　
発　
さ　
れ　
て　
い　
ま　
す　
。　
た　
と　
え　
ば　
写　
真　

を　
パ　
ソ　
コ　
ン　
に　
取　
り　
込　
む　
に　
し　
て　
も　
、　
フ　
ォ　

ト　
Ｃ　
Ｄ　
・　
デ　
ジ　
タ　
ル　
カ　
メ　
ラ　
・　
フ　
イ　
ル　
ム　
ス　

キ　
ャ　
ナ　
・　
イ　
メ　
ー　
ジ　
ス　
キ　
ャ　
ナ　
な　
ど　
を　
使　
う　

さ　
ま　
ざ　
ま　
の　
方　
法　
が　
あ　
り　
ま　
す　
。　

イ　
ン　
タ　
ー　
ネ　
ッ　
ト　
で　
全　
国　
に　
流　
す　
の　
は　
簡　

単　
で　
す　
が　
、　
速　
や　
か　
に　
東　
和　
町　
で　
基　
礎　
固　
め　

を　
し　
て　
お　
か　
な　
い　
と　
、　
ど　

う　
に　
も　
な　
ら　
な　
く　
な　
り　
ま　

す　
。　
あ　
ま　
り　
金　
を　
か　
け　
な　

い　
で　
実　
施　
す　
る　
方　
法　
な　
ど　
、　

ど　
の　
方　
法　
が　
よ　
い　
か　
実　
験　

中　
で　
す　
。　

受　
入　
委　
員　
会　
な　
ど　
、　
組　

織　
作　
り　
を　
行　
い　
体　
制　
を　
整　

え　
る　
必　
要　
が　
あ　
り　
ま　
す　
。　

五
、　
見
学
し
た
施
設

宮　
本　
常　
一　
記　
念　
事　
業　
の　

参　
考　
と　
す　
る　
た　
め　
、　
博　
物　

館　
・　
美　
術　
館　
・　
図　
書　
館　
な　

ど　
を　
見　
学　
し　
て　
き　
ま　
し　
た　

が　
、　
そ　
の　
主　
な　
も　
の　
は　
次　

の　
と　
お　
り　
で　
す　

博　
物　
館　
に　
入　
る　
も　
の　

①　
国　
立　
歴　
史　
民　
俗　
博　
物　
館　

②　
東　
京　
国　
立　
博　
物　
館　

③　
国　
立　
科　
学　
博　
物　
館　

④　
科　
学　
技　
術　
館　

⑤　
東　
京　
都　
写　
真　
美　
術　
館　

⑥　
世　
田　
谷　
文　
学　
館　

⑦　
世　
田　
谷　
区　
立　
郷　
土　
資　
料　
館　

⑧　
文　
京　
ふ　
る　
さ　
と　
歴　
史　
館　

⑨　
台　
東　
区　
立　
下　
町　
風　
俗　
資　
料　
館　

⑩　
佐　
倉　
草　
笛　
の　
丘　

⑪　
川　
崎　
市　
立　
日　
本　
民　
家　
園　

⑫　
川　
崎　
市　
立　
青　
少　
年　
科　
学　
館　

⑬　
箱　
根　
町　
立　
箱　
根　
湿　
生　
花　
園　

⑭　
町　
田　
市　
ダ　
リ　
ア　
園　
（　
福　
祉　
事　
業　
）　

な　
ど　
で　
す　
。　

図　
書　
館　
で　
は　

①　
町　
田　
市　
立　
中　
央　
図　
書　
館　

②　
伊　
勢　
原　
市　
立　
図　
書　
館　
・　
こ　
ど　
も　
科　
学　
館　

③　
厚　
木　
市　
立　
中　
央　
図　
書　
館　

④　
川　
崎　
市　
多　
摩　
区　
図　
書　
館　

⑤　
平　
塚　
市　
立　
中　
央　
図　
書　
館　

⑥　
藤　
沢　
市　
立　
総　
合　
図　
書　
館　

⑦　
武　
蔵　
野　
市　
立　
吉　
祥　
寺　
図　
書　
館　

⑧　
東　
京　
農　
業　
大　
学　
図　
書　
館　

参　
考　
図　
書　
で　
は　

①　
新　
し　
い　
地　
域　
博　
物　
館　
活　
動　

②　
市　
民　
の　
中　
の　
博　
物　
館　

③　
建　
築　
設　
計　
資　
料　

博　
物　
館　
・　
資　
料　
館　
二　

図　
書　
館　
二　

植　
物　
園　
・　
温　
室　
・　
緑　
化　
関　
連　
施　
設　

道　
の　
駅　

④　
こ　
れ　
か　
ら　
の　
図　
書　
館　

⑤　
図　
書　
館　
の　
あ　
る　
暮　
ら　
し　

⑥　
生　
涯　
学　
習　
と　
公　
共　
図　
書　
館　

⑦　
道　
の　
駅　

⑧　
ふ　
る　
さ　
と　
ア　
ク　
セ　
ス　
ブ　
ッ　
ク　

⑨　
景　
観　
づ　
く　
り　
・　
む　
ら　
づ　
く　
り　

⑩　
パ　
ソ　
コ　
ン　
で　
写　
真　
・　
ビ　
デ　
オ　

⑪　
農　
業　
情　
報　
化　
年　
鑑　

⑫　
学　
芸　
員　
・　
司　
書　

⑬　
イ　
ン　
タ　
ー　
ネ　
ッ　
ト　
で　
自　
然　
な　
暮　
ら　
し　

等　
で　
す　
。　

高
齢
化
よ
り
少
子
化
に
気

を
付
け
対
策
を
立
て
よ
う

一
、
日
本
の
人
口
ピ
ラ
ミ
ッ
ド

東　
和　
町　
と　
い　
え　
ば　
高　
齢　
化　
と　
い　
う　
の　
が　
、　

ま　
る　
で　
通　
り　
相　
場　
の　
よ　
う　
に　
、　
取　
り　
上　
げ　
ら　

れ　
て　
い　
ま　
す　
。　
昨　
年　
七　
月　
に　
東　
和　
町　
で　
「　
高　

齢　
化　
時　
代　
と　
農　
村　
整　
備　
」　
と　
い　
う　
テ　
ー　
マ　
で　

農　
村　
整　
備　
事　
業　
の　
研　
修　
会　
が　
あ　
り　
ま　
し　
た　
。　

こ　
の　
と　
き　
に　
日　
本　
全　
体　
・　
東　
京　
都　
世　
田　
谷　

区　
・　
東　
和　
町　
の　
各　
人　
口　
を　
比　
較　
す　
る　
た　
め　
に　
、　

年　
齢　
別　
・　
男　
女　
別　
に　
％　
に　
換　
算　
し　
、　
人　
口　
ピ　

ラ　
ミ　
ッ　
ド　
に　
し　
て　
比　
較　
し　
ま　
し　
た　
が　
、　
第　
１　

図　
で　
す　
。　
都　
市　
と　
農　
村　
の　
年　
齢　
別　
人　
口　
の　
分　

布　
の　
特　
徴　
が　
比　
較　
で　
き　
ま　
す　
。　

日　
本　
全　
体　
の　
人　
口　
の　
現　
状　
を　
み　
ま　
す　
と　，　

戦　
後　
の　
ベ　
ビ　
ー　
ブ　
ー　
ム　
（　
団　
魂　
の　
世　
代　
）　
と　
約　
二　

五　
年　
後　
に　
起　
き　
た　
第　
二　
次　
ベ　
ビ　
ー　
ブ　
ー　
ム　
に　

よ　
り　
、　二　
〇　
才　
代　
と　
五　
〇　
代　
の　
青　
壮　
年　
多　
く　
ひ　

ょ　
う　
た　
ん　
型　
と　
な　
っ　
て　
い　
る　
の　
が　
特　
徴　
で　
す　
。　

続　
い　
て　
年　
の　
状　
況　
を　
知　
る　
た　
め　
東　
京　
都　
世　
田　

谷　
区　
の　
人　
口　
ピ　
ラ　
ミ　
ッ　
ド　
を　
作　
っ　
て　
み　
ま　
す　

と　
「　
つ　
ぼ　
型　
」　
で　
、　
二　
〇　
才　
代　
か　
ら　
三　
〇　
才　

が　
多　
く　
若　
者　
の　
街　
で　
、　
地　
方　
か　
ら　
青　
年　
が　
東　

京　
に　
集　
ま　
っ　
て　
い　
る　
こ　
と　
が　
想　
像　
さ　
れ　
ま　
す　
。　

こ　
れ　
に　
対　
し　
、　
東　
和　
町　
は　
逆　
ピ　
ラ　
ミ　
ッ　
ド　

型　
で　
、　
高　
齢　
者　
が　
多　
く　
、　
青　
少　
年　
が　
極　
端　
に　

少　
な　
く　
な　
っ　
て　
い　
ま　
す　
。　
東　
和　
町　
を　
日　
本　
の　

農　
漁　
村　
の　
代　
表　
と　
考　
え　
る　
と　
、　
世　
田　
谷　
区　
の　

人　
口　
構　
成　
は　
明　
ら　
か　
に　
農　
漁　
村　
の　
若　
者　
が　
都　

市　
に　
集　
中　
し　
て　
い　
て　
農　
漁　
村　
で　
減　
り　
、　
農　
村　

に　
高　
齢　
者　
が　
多　
く　
、　
都　
市　
に　
青　
年　
層　
の　
多　
い　

こ　
と　
が　
解　
り　
ま　
す　
。　
地　
方　
の　
人　
と　
お　
金　
が　
都　

市　
に　
集　
中　
し　
て　
い　
る　
と　
い　
う　
の　
は　
こ　
の　
こ　
と　
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で　
す　
。　
こ　
の　
よ　
う　
な　
こ　
と　
が　
何　
時　
起　
こ　
っ　
た　

の　
で　
し　
ょ　
う　
か　
。　

二
、
若
者
の
時
代
か
ら

年
寄
り
の
時
代
へ

東　
和　
町　
誌　
に　
よ　
り　
ま　
す　
と　
、　
昭　
和　
二　
三　
年　

八　
月　
一　
日　
の　
東　
和　
町　
人　
口　
は　
、　

世　
帯　
数　
四　，　

八　
二　
五　
世　
帯　
・　
総　
人　
口　
二　
〇　，　

三　

九　
五　
人　
（　
男　
九　，　

二　
〇　
二　
人　
、　
女　
一　
一　，　

一　
九　

三　
人　
）　
で　
し　
た　
。　

こ　
れ　
が　
平　
成　
十　
一　
年　
一　
月　
末　
日　
の　
東　
和　
町　

で　
は　
、　
世　
帯　
数　
二　，　
八　
四　
五　
世　
帯　
・　
総　
人　
口　
五　，　

五　
九　
八　
人　
（　
男　
二　，　

三　
七　
三　
人　
、　
女　
三　，　

二　
二　

五　
人　
）　
と　
な　
っ　
て　
い　
ま　
す　
。　
世　
帯　
数　
は　
五　

九　
％　
、　
人　
口　
は　
二　
七　
％　
で　
実　
に　
四　
分　
の　
一　
に　

な　
っ　
て　
い　
る　
の　
で　
す　
。　
こ　
れ　
が　
戦　
後　
五　
〇　
年　

経　
過　
し　
た　
東　
和　
町　
の　
人　
口　
推　
移　
で　
す　
。　

三
、
昭
和
二
五
年
（
一
九
五
〇
）

の　
（
人
口
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
）　
と

平
成
十
年　
（
一
九
九
八
）　
の

人
口
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
比
較

（　
第　
一　
図　
は　
人　
口　
を　
％　
に　
換　
算　
し　
て　
比　
較　
し　
て　

あ　
る　
の　
に　
対　
し　
、　
第　
二　
図　
、　
第　
三　
図　
は　
実　
数　

の　
比　
較　
で　
す　
の　
で　
、　
第　
一　
図　
と　
若　
干　
形　
が　
異　

な　
り　
ま　
す　
）　

大　
島　
郡　
全　
体　
と　
東　
和　
町　
の　
違　
い　
は　
あ　
り　
ま　

す　
が　
、　
昭　
和　
二　
五　
年　
と　
平　
成　
十　
年　
で　
は　
、　
第　

二　
図　
・　
第　
三　
図　
の　
よ　
う　
に　
人　
口　
ピ　
ラ　
ミ　
ッ　
ド　

の　
形　
が　
全　
然　
違　
っ　
て　
い　
ま　
す　
。　
昭　
和　
二　
五　
年　

は　
二　
〇　
才　
以　
下　
の　
若　
年　
層　
が　
多　
く　
、　
安　
定　
し　

た　
ピ　
ラ　
ミ　
ッ　
ド　
型　
で　
す　
。　
こ　
の　
こ　
ろ　
の　
東　
和　

町　
の　
人　
口　
は　
二　
万　
人　
以　
上　
で　
こ　
の　
図　
の　
但　
し　

書　
き　
に　
は　
、　
「　
大　
島　
は　
子　
供　
と　
青　
少　
年　
の　
島　
。　

老　
人　
は　
ほ　
ん　
の　
僅　
か　
で　
あ　
る　
」　
と　
記　
さ　
れ　
て　

い　
ま　
す　
。　

今　
は　
ど　
う　
で　
し　
ょ　
う　
。　
第　
三　
図　
の　
よ　
う　
に　
、　

平　
成　
十　
年　
は　
完　
全　
な　
逆　
ピ　
ラ　
ミ　
ッ　
ド　
型　
に　
な　

っ　
て　
い　
ま　
す　
。　
六　
〇　
才　
か　
ら　
八　
〇　
才　
が　
も　
っ　

と　
も　
多　
く　
な　
っ　
て　
い　
て　
、　反　
対　
に　
現　
在　
は　
三　
〇　

才　
代　
以　
下　
が　
極　
端　
に　
少　
な　
く　
な　
っ　
て　
い　
ま　
す　
。　

こ　
れ　
は　
先　
に　
述　
べ　
ま　
し　
た　
よ　
う　
に　
、　
現　
在　
は　

都　
市　
に　
青　
少　
年　
が　
で　
て　
、　
東　
和　
町　
は　
高　
齢　
者　

だ　
け　
が　
残　
っ　
た　
こ　
と　
を　
示　
し　
て　
い　
て　
、　
農　
漁　

村　
の　
全　
国　
的　
な　
傾　
向　
で　
す　
が　
、　
特　
に　
長　
命　
者　

の　
多　
い　
東　
和　
町　
に　
、　
そ　
の　
特　
徴　
が　
で　
て　
い　
る　

と　
み　
ら　
れ　
ま　
す　
。　

四
、　
高
齢
化
か
ら
少
子
化
の
時
代
へ

東　
和　
町　
の　
こ　
れ　
か　
ら　
十　
年　
後　
・　
二　
〇　
年　
後　

を　
、　
想　
像　
し　
て　
み　
て　
下　
さ　
い　
。　
長　
生　
き　
だ　
と　

い　
っ　
て　
も　
、　
現　
在　
も　
っ　
と　
も　
多　
い　
七　
〇　
才　
か　

ら　
八　
〇　
才　
の　
人　
は　
、　
い　
な　
く　
な　
る　
の　
で　
す　
。　

高　
齢　
者　
が　
い　
な　
く　
て　
、　
し　
か　
も　
青　
少　
年　
が　
い　

な　
く　
な　
る　
と　
、　
東　
和　
町　
は　
ど　
う　
な　
る　
の　
で　
し　

ょ　
う　
。　
少　
子　
化　
が　
む　
し　
ろ　
大　
問　
題　
で　
あ　
る　
こ　

と　
が　
、　
日　
本　
一　
の　
高　
齢　
化　
の　
影　
に　
か　
く　
れ　
て　

進　
ん　
で　
い　
る　
の　
で　
す　
。　
な　
ん　
と　
な　
く　
解　
っ　
て　

い　
る　
だ　
け　
で　
は　
、　
ど　
う　
に　
も　
な　
り　
ま　
せ　
ん　
。　

現　
状　
を　
よ　
く　
把　
握　
し　
、　
速　
や　
か　
に　
対　
策　
を　
建　

て　
る　
必　
要　
が　
あ　
り　
ま　
す　
。　
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【第１図】年令別・男女別人口構成割合（%）

（人口ピラミッド）

1. 日本（ひょうたん型）

太平洋戦争前のピラミ

ッド型が、戦後のベビー

ブーム（団塊の世代）と

約2 5年後に起きた第２次

ベビーブーム（団塊ジュ

ニア世代）により、ひょ

うたん型となっている。

2. 東和町（逆ピラミッド型）

日本で最も高齢化の進

んだ東和町は逆ピラミッ

ド型となっている。

3. 東京都世田谷区（つぼ型）

青壮年が多く、幼少年

の少ないつぼ型を示して

いる。

青壮年の都市集中の形

を示している（地方町村

の青壮年減少と表裏）



五
、
問
題
点
と
今
後
の
対
策

昨　
年　
ど　
こ　
か　
の　
新　
聞　
で　
、　
少　
子　
化　
対　
策　
に　

つ　
い　
て　
東　
和　
町　
を　
取　
材　
し　
た　
記　
事　
が　
載　
っ　
て　

い　
ま　
し　
た　
が　
、　
全　
国　
的　
に　
も　
ほ　
と　
ん　
ど　
対　
策　

が　
建　
て　
ら　
れ　
て　
い　
な　
い　
こ　
と　
も　
あ　
っ　
て　
、　
外　

国　
の　
例　
な　
ど　
が　
載　
せ　
ら　
れ　
て　
い　
ま　
し　
た　
。　
こ　

の　
ま　
ま　
で　
は　
東　
和　
町　
は　
ど　
う　
に　
も　
な　
ら　
な　
く　

な　
り　
ま　
す　
。　
何　
と　
か　
し　
な　
け　
れ　
ば　
な　
り　
ま　
せ　

ん　
。　私　

は　
す　
で　
に　
十　
年　
前　
に　
、　
東　
和　
町　
の　
人　
口　

予　
測　
を　
し　
ま　
し　
た　
。　
す　
る　
と　
、　
東　
和　
町　
に　
直　

接　
住　
ん　
で　
い　
る　
人　
は　
少　
な　
い　
が　
、　
東　
和　
町　
に　

在　
籍　
し　
て　
都　
会　
で　
生　
活　
し　
て　
い　
る　
人　
が　
、　
三　

万　
人　
も　
い　
る　
こ　
と　
が　
解　
り　
ま　
し　
た　
。　

当　
時　
の　
柳　
居　
町　
長　
が　
東　
京　
・　
大　
阪　
・　
広　

島　
・　
福　
岡　
市　
な　
ど　
の　
東　
和　
町　
出　
身　
者　
に　
働　
き　

か　
け　
て　
、　
町　
人　
会　
が　
出　
来　
ま　
し　
た　
。　
年　
一　
回　

町　
人　
会　
が　
開　
か　
れ　
て　
い　
ま　
す　
。　
東　
和　
町　
で　
は　

す　
で　
に　
Ｕ　
タ　
ー　
ン　
者　
の　
受　
入　
な　
ど　
対　
策　
を　
た　

て　
て　
い　
ま　
す　
が　
、　
今　
一　
歩　
受　
入　
対　
策　
が　
不　
十　

分　
の　
よ　
う　
で　
す　
。　
た　
だ　
戻　
っ　
て　
く　
だ　
さ　
い　
だ　

け　
で　
な　
く　
、　
Ｕ　
タ　
ー　
ン　
希　
望　
者　
と　
よ　
く　
話　
し　

合　
い　
、　
希　
望　
を　
受　
け　
入　
れ　
て　
対　
策　
を　
た　
て　
る　

こ　
と　
が　
大　
切　
と　
思　
い　
ま　
す　
。　

六
、
受
入
対
策
の
充
実
へ

現　
在　
私　
は　
一　
か　
月　
に　
一　
回　
東　
和　
町　
に　
帰　
っ　

て　
い　
ま　
す　
。　
こ　
れ　
か　
ら　
も　
継　
続　
す　
る　
つ　
も　
り　

で　
す　
。　
現　
在　
東　
和　
町　
長　
崎　
で　
野　
菜　
作　
り　
を　
し　

な　
が　
ら　
、　
野　
菜　
作　
り　
の　
グ　
ル　
ー　
プ　
を　
作　
っ　
て　

い　
ま　
す　
。　
宮　
本　
家　
か　
ら　
の　
図　
書　
・　
写　
真　
の　
受　

入　
の　
手　
伝　
い　
と　
同　
時　
に　
、　
私　
の　
持　
っ　
て　
い　
る　

野　
菜　
作　
り　
・　
花　
作　
り　
な　
ど　
の　
農　
業　
図　
書　
を　
持　

ち　
帰　
り　
、　
農　
業　
の　
相　
談　
を　
聞　
き　
な　
が　
ら　
、　
Ｕ　

タ　
ー　
ン　
さ　
れ　
る　
方　
の　
農　
業　
の　
お　
手　
伝　
い　
も　
し　

た　
い　
と　
考　
え　
て　
い　
ま　
す　
。　

パ　
ソ　
コ　
ン　
も　
整　
備　
し　
て　
、　
ネ　
ッ　
ト　
ワ　
ー　
ク　

作　
り　
も　
行　
っ　
て　
き　
た　
い　
と　
思　
い　
ま　
す　
。　
外　
に　

働　
き　
か　
け　
る　
ま　
え　
に　
内　
部　
の　
充　
実　
を　
図　
る　
こ　

と　
が　
大　
切　
で　
す　
。　
そ　
の　
う　
え　
で　
外　
部　
に　
働　
き　

か　
け　
な　
い　
と　
、　
良　
い　
成　
果　
は　
上　
が　
り　
ま　
せ　
ん　
。　

お　
互　
い　
協　
力　
し　
て　
良　
い　
郷　
土　
を　
作　
り　
ま　
し　
ょ　

う　
。　
宮　
本　
先　
生　
も　
こ　
れ　
を　
望　
ん　
で　
い　
る　
と　
思　

い　
ま　
す　
。　
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【第２図】大島郡年齢別人口構成

（昭和25年10月１日現在）

昭和二十五年当時、大島は子供と青壮年の島。老人はほんの僅かであった。

『東和町誌』から 東和町広報　1999.2月号

人口と世帯

平成1 1年１月末日現在の
住民基本台帳（前月比）

世帯数 男 2 , 8 4 5戸（－7）
人　口 男 2 , 3 7 3人（－1）

女 3 , 2 2 5人（－6）
計 5 , 5 9 8人（－7）

『
東
和
町
誌
』
か
ら

東　
和　
町　
人　
口　
（　
昭　
和　
二　
三　
年　
八　
月　
一　
日　
）　

計　 白　
木　

森　
野　

和　
田　

油　
田　

四　
八　
二　
五　

二　
〇　
四　
六　

一　
八　
八　
二　

一　
七　
〇　
四　

一　
一　
九　
三　

世　
帯　
数　
（　
戸　
）　

二　
〇　
三　
九　
五　

一　
八　
三　
八　
七　

一　
三　
七　
五　
一　

一　
三　
一　
四　
八　

一　
五　
一　
二　
九　

人　
口　
総　
数　
（　
人　
）　

九　
二　
〇　
二　

三　
七　
七　
六　

一　
六　
一　
八　

一　
四　
五　
五　

二　
五　
五　
三　

男　
（　
人　
）　

一　
一　
一　
九　
三　

一　
四　
六　
一　
一　

一　
二　
一　
一　
三　

一　
一　
六　
九　
三　

一　
二　
七　
七　
六　

女　
（　
人　
）　

四　
・　
二　

四　
・　
一　

四　
・　
二　

四　
・　
五　

四　
・　
三　

一　
世　
帯　
当　
た　
り　
（　
人　
）　
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【第３図】年齢別人口ピラミッド

（平成10年５月末　平成10年６月１日作成）

年齢範囲 男性 女性 合計 年齢範囲 男性 女性 合計 年齢範囲 男性 女性 合計

1 0 0才以上 7 71 7 72 7 73 6 5～6 9才 2 7 8 3 7 8 6 5 6 3 0～3 4才 6 6 7 5 1 4 1

9 5～9 9才 7 77 71 8 72 5 6 0～6 4才 1 7 5 2 8 1 4 5 6 2 5～2 9才 8 0 8 0 1 6 0

9 0～9 4才 72 0 78 8 1 0 8 5 5～5 9才 1 5 0 1 9 9 3 4 9 2 0～2 4才 5 8 9 3 1 5 1

8 5～8 9才 76 5 1 9 2 2 5 7 5 0～5 4才 1 3 8 1 4 1 2 7 9 1 5～1 9才 6 4 9 0 1 5 4

8 0～8 4才 1 3 5 2 8 4 4 1 9 4 5～4 9才 1 5 3 1 3 8 2 8 6 1 0～1 4才 1 1 7 8 4 2 0 1

7 5～7 9才 2 2 1 3 8 0 6 0 1 4 0～4 4才 1 3 7 1 8 5 2 4 2 75～79才 7 5 7 7 1 5 2

7 0～7 4才 2 9 6 4 3 0 7 2 6 3 5～3 9才 78 7 78 8 1 7 5 70～74才 6 5 6 3 1 2 8

人口比率

0～1 4才 4 8 1人 8 . 4 8 % 1 5～6 4才 2 , 3 9 3人 4 2 . 2 1 % 6 5才以上 2 , 7 9 5人 4 9 . 3 0 % 合 計 5 , 6 6 9人 1 0 0 . 0 0 %

日本生活学会サマーセミナー第１回　東和町郷土大学祭



最　
近　
と　
み　
に　
、　
多　
く　
の　
人　
々　
が　
東　
和　
町　
を　

訪　
れ　
て　
く　
る　
よ　
う　
に　
な　
っ　
た　
。　

な　
ん　
と　
い　
っ　
て　
も　
高　
齢　
化　
率　
日　
本　
一　
の　
町　

で　
あ　
る　
。　
こ　
の　
町　
は　
、　
こ　
れ　
か　
ら　
本　
格　
的　
に　

高　
齢　
化　
社　
会　
を　
迎　
え　
る　
わ　
が　
国　
の　
何　
歩　
も　
先　

を　
歩　
ん　
で　
い　
る　
。　
そ　
の　
先　
進　
地　
、　
最　
前　
線　
と　

も　
い　
う　
べ　
き　
こ　
の　
地　
に　
何　
か　
、　
参　
考　
に　
な　
る　

も　
の　
が　
な　
い　
か　
と　
い　
う　
わ　
け　
だ　
ろ　
う　
。　

そ　
こ　
で　
、　
多　
く　
の　
人　
が　
見　
る　
も　
の　
は　
、　
老　

い　
て　
も　
生　
涯　
現　
役　
を　
つ　
ら　
ぬ　
き　
、　
自　
助　
と　
共　

助　
の　
精　
神　
を　
も　
っ　
た　
お　
年　
よ　
り　
で　
あ　
る　
。　
そ　

の　
た　
く　
ま　
し　
さ　
に　
び　
っ　
く　
り　
す　
る　
。　
た　
く　
ま　

し　
く　
な　
ら　
ざ　
る　
を　
え　
な　
い　
側　
面　
が　
あ　
る　
が　
、　

そ　
れ　
に　
し　
て　
も　
元　
気　
で　
明　
る　
い　
お　
年　
よ　
り　
が　

多　
く　
い　
る　
。　

そ　
こ　
へ　
、　
元　
気　
老　
人　
の　
シ　
ン　
ボ　
ル　
と　
も　
い　

う　
べ　
き　
新　
藤　
兼　
人　
監　
督　
が　
や　
っ　
て　
き　
た　
。　
彼　

は　
こ　
の　
四　
月　
で　
八　
十　
七　
才　
、　
日　
本　
映　
画　
界　
を　

代　
表　
す　
る　
監　
督　
で　
あ　
る　
。　

今　
回　
の　
訪　
問　
は　
、　
Ｎ　
Ｈ　
Ｋ　
、　
Ｅ　
Ｔ　
Ｖ　
特　
集　

「　
新　
藤　
兼　
人　
の　
大　
老　
人　
日　
記　
」　
の　
収　
録　
の　
た　
め　

で　
あ　
る　
。　
私　
は　
こ　
う　
い　
う　
時　
、　
来　
町　
さ　
れ　
た　

方　
に　
町　
の　
人　
々　
と　
話　
を　
し　
、　
交　
流　
し　
て　
も　
ら　

い　
た　
い　
と　
思　
う　
。　
さ　
っ　
そ　
く　
お　
願　
い　
し　
て　
み　

た　
。　あ　

つ　
か　
ま　
し　
い　
お　
願　
い　
だ　
っ　
た　
が　
、　
こ　
こ　

ろ　
よ　
く　
了　
解　
し　
て　
下　
さ　
り　
、　
と　
ん　
と　
ん　
拍　
子　

に　
話　
が　
す　
す　
み　
、　
映　
画　
会　
も　
し　
よ　
う　
と　
い　
う　

こ　
と　
に　
な　
っ　
た　
。　
町　
の　
総　
合　
セ　
ン　
タ　
ー　
で　
開　

催　
と　
も　
考　
え　
た　
が　
、　
番　
組　
の　
性　
質　
上　
、　
お　
寺　

の　
本　
堂　
が　
い　
い　
と　
い　
う　
こ　
と　
で　
、　
泊　
清　
寺　
を　

会　
場　
と　
す　
る　
こ　
と　
に　
な　
っ　
た　
。　

二　
月　
七　
日　
、　
午　
後　
一　
時　
半　
か　
ら　
、　「　
新　
藤　
兼　

人　
監　
督　
と　
映　
画　
を　
観　
る　
会　
」　
が　
は　
じ　
ま　
っ　
た　
。　

上　
映　
す　
る　
映　
画　
は　
「　
午　
後　
の　
遺　
言　
状　
」　。　
こ　
れ　

は　
乙　
羽　
信　
子　
さ　
ん　
と　
杉　
村　
春　
子　
さ　
ん　
の　
最　
後　

の　
映　
画　
出　
演　
と　
な　
っ　
た　
話　
題　
の　
作　
品　
だ　
。　

広　
島　
映　
画　
セ　
ン　
タ　
ー　
の　
ス　
タ　
ッ　
フ　
で　
映　
画　

を　
上　
映　
し　
て　
頂　
い　
た　
。　
映　
画　
の　
内　
容　
も　
す　
ば　

ら　
し　
か　
っ　
た　
が　
、　
そ　
の　
上　
映　
あ　
と　
の　
新　
藤　
監　

督　
の　
お　
話　
が　
ま　
た　
す　
ば　
ら　
し　
い　
も　
の　
だ　
っ　
た　
。　

満　
堂　
と　
な　
っ　
た　
本　
堂　
で　
膝　
を　
交　
え　
な　
が　
ら　
の　

話　
で　
あ　
る　
。　

「　
老　
人　
に　
な　
る　
と　
い　
う　
こ　
と　
は　
、　
一　
般　
に　

諦　
観　
に　
違　
し　
て　
、　
仏　
さ　
ん　
み　
た　
い　
な　
境　
地　
い　

る　
よ　
う　
に　
思　
わ　
れ　
が　
ち　
で　
す　
。　
し　
か　
し　
、　
実　

は　
、　
そ　
う　
で　
は　
な　
い　
。　
私　
が　
年　
を　
と　
っ　
て　
気　

が　
つ　
い　
た　
こ　
と　
は　
、　
年　
を　
と　
れ　
ば　
と　
る　
ほ　
ど　
、　

や　
り　
残　
し　
た　
仕　
事　
に　
未　
練　
が　
残　
っ　
た　
り　
、　
先　

の　
こ　
と　
を　
考　
え　
る　
と　
あ　
せ　
り　
が　
出　
て　
き　
た　
り　

し　
ま　
す　
。　
こ　
れ　
ま　
で　
人　
を　
傷　
つ　
け　
た　
り　
、　
傷　

つ　
け　
ら　
れ　
た　
り　
し　
た　
無　
念　
の　
思　
い　
が　
あ　
り　
ま　

す　
。　
む　
し　
ろ　
、　
エ　
ゴ　
が　
む　
き　
だ　
し　
に　
な　
る　
ん　

で　
す　
ね　
。　
私　
を　
ふ　
く　
め　
て　
、　
老　
人　
は　
、　
た　
く　

さ　
ん　
の　
な　
ま　
な　
ま　
し　
い　
も　
の　
を　
抱　
え　
て　
生　
き　

て　
き　
た　
し　
、　
い　
ま　
も　
そ　
の　
な　
ま　
な　
ま　
し　
さ　
の　

中　
で　
生　
き　
て　
い　
る　
の　
で　
す　
。　」　

「　
一　
年　
に　
一　
回　
挫　
折　
す　
る　
と　
す　
れ　
ば　
、　
私　

は　
今　
、　
八　
十　
六　
才　
で　
す　
か　
ら　
、　
八　
十　
六　
回　
も　

挫　
折　
し　
て　
き　
た　
わ　
け　
で　
す　
。　
し　
か　
し　
、　
今　
、　

生　
き　
て　
い　
る　
と　
い　
う　
こ　
と　
は　
、　
そ　
の　
挫　
折　
を　

乗　
り　
こ　
え　
て　
き　
た　
と　
い　
う　
こ　
と　
で　
す　
。　
そ　
の　

だ　
れ　
も　
が　
も　
つ　
自　
信　
と　
栄　
光　
を　
忘　
れ　
な　
い　
で　

欲　
し　
い　
。　
過　
去　
が　
あ　
っ　
て　
、　
今　
が　
あ　
る　
の　
だ　

か　
ら　
。　」　

そ　
し　
て　
、　
去　
年　
お　
な　
く　
な　
り　
に　
な　
ら　
れ　
た　

奥　
様　
の　
乙　
羽　
信　
子　
さ　
ん　
の　
こ　
と　
に　
ふ　
れ　
ら　
れ　
、　

「　
乙　
羽　
さ　
ん　
が　
亡　
く　
な　
っ　
て　
も　
、　
ち　
っ　
と　

も　
寂　
し　
い　
こ　
と　
は　
あ　
り　
ま　
せ　
ん　
。　
私　
は　
今　
も　

彼　
女　
と　
心　
の　
中　
で　
語　
る　
こ　
と　
が　
出　
来　
る　
し　
、　

今　
で　
も　
新　
し　
い　
発　
見　
が　
あ　
り　
ま　
す　
よ　
。　
あ　
ま　

り　
み　
っ　
と　
も　
な　
い　
こ　
と　
を　
し　
て　
い　
た　
ら　
、　
彼　

女　
に　
し　
か　
ら　
れ　
そ　
う　
で　
、　
だ　
か　
ら　
一　
生　
懸　
命　

が　
ん　
ば　
っ　
て　
生　
き　
て　
い　
る　
の　
で　
す　
。　」　

「　
乙　
羽　
さ　
ん　
は　
ガ　
ン　
に　
冒　
さ　
れ　
て　
い　
た　
の　

で　
す　
が　
、　
最　
後　
ま　
で　
仕　
事　
を　
し　
て　
亡　
く　
な　
り　

ま　
し　
た　
。　『　
午　
後　
の　
遺　
言　
状　
』　
を　
撮　
り　
終　
え　
て　
、　

そ　
の　
完　
成　
作　
品　
を　
見　
て　
亡　
く　
な　
っ　
た　
の　
で　
す　
。　

そ　
の　
彼　
女　
の　
姿　
を　
見　
て　
亡　
く　
な　
っ　
た　
の　
で　
す　
。　

そ　
の　
彼　
女　
の　
姿　
を　
見　
て　
、　
や　
は　
り　
人　
間　
は　
、　

生　
涯　
現　
役　
で　
、　
死　
ぬ　
ま　
で　
役　
割　
を　
も　
ち　
、　
自　

己　
実　
現　
を　
し　
て　
い　
く　
こ　
と　
が　
大　
切　
だ　
と　
改　
め　

て　
強　
く　
感　
じ　
ま　
し　
た　
。　」　

長　
年　
つ　
れ　
そ　
っ　
た　
乙　
羽　
さ　
ん　
が　
お　
亡　
く　
な　

り　
に　
な　
っ　
て　
寂　
し　
く　
な　
い　
わ　
け　
が　
な　
い　
と　
思　

っ　
た　
が　
、　
新　
藤　
監　
督　
の　
表　
現　
は　
と　
て　
も　
明　
る　

く　
、　
さ　
わ　
や　
か　
な　
も　
の　
だ　
っ　
た　
。　
い　
ろ　
い　
ろ　

と　
体　
験　
を　
も　
と　
に　
さ　
れ　
た　
お　
話　
を　
し　
て　
下　
さ　

り　
、　
そ　
の　
言　
葉　
は　
参　
加　
し　
た　
多　
く　
の　
人　
の　
胸　

に　
し　
み　
こ　
ん　
で　
い　
く　
よ　
う　
だ　
っ　
た　
。　

番　
組　
は　
、　
新　
藤　
監　
督　
が　
町　
内　
の　
お　
年　
よ　
り　

と　
ふ　
れ　
あ　
い　
、　
話　
し　
合　
う　
様　
子　
が　
て　
い　
ね　
い　

に　
紹　
介　
さ　
れ　
て　
い　
た　
。　
こ　
の　
町　
に　
く　
ら　
す　
お　

年　
よ　
り　
が　
様　
々　
な　
思　
い　
や　
悩　
み　
を　
抱　
え　
な　
が　

ら　
も　
、　
生　
き　
生　
き　
と　
元　
気　
に　
、　
さ　
さ　
え　
あ　
っ　

て　
い　
る　
姿　
が　
よ　
く　
と　
ら　
え　
ら　
れ　
て　
い　
た　
と　
思　

う　
。　ご　

自　
身　
の　
老　
い　
を　
精　
一　
杯　
生　
き　
な　
が　
ら　
、　

多　
く　
の　
人　
に　
人　
生　
の　
応　
援　
歌　
を　
送　
り　
続　
け　
て　

い　
る　
新　
藤　
監　
督　
と　
こ　
の　
町　
の　
お　
年　
よ　
り　
の　
出　

会　
い　
は　
、　
し　
み　
じ　
み　
と　
あ　
た　
た　
か　
く　
、　
多　
く　

の　
人　
に　
静　
か　
な　
感　
動　
を　
あ　
た　
え　
た　
よ　
う　
で　
あ　

る　
。　新　

藤　
監　
督　
の　
ま　
な　
ざ　
し　
は　
、　
全　
国　
を　
く　
ま　

な　
く　
歩　
き　
、　
そ　
こ　
に　
住　
む　
人　
々　
を　
は　
げ　
ま　
し　
、　

勇　
気　
を　
与　
え　
続　
け　
た　
宮　
本　
常　
一　
先　
生　
の　
そ　
れ　

と　
同　
様　
の　
も　
の　
だ　
。　

高　
齢　
化　
率　
日　
本　
一　
の　
町　
、　
東　
和　
町　
。　
こ　
れ　

か　
ら　
も　
こ　
の　
町　
に　
多　
く　
の　
人　
々　
が　
訪　
れ　
て　
く　

る　
だ　
ろ　
う　
。　
全　
国　
の　
目　
が　
注　
が　
れ　
て　
い　
る　
の　

だ　
。　
そ　
の　
期　
待　
に　
こ　
た　
え　
る　
町　
で　
あ　
り　
た　
い　

と　
思　
う　
。　
私　
た　
ち　
が　
こ　
れ　
ま　
で　
取　
り　
組　
ん　
で　

き　
た　
宮　
本　
常　
一　
記　
念　
事　
業　
の　
さ　
さ　
や　
か　
な　
営　

み　
も　
そ　
の　
こ　
と　
に　
つ　
な　
が　
っ　
て　
い　
る　
。　
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旅　
の　
た　
の　
し　
さ　
は　
旅　
先　
で　
、　
そ　
れ　
ま　
で　
予　

想　
し　
な　
か　
っ　
た　
よ　
い　
人　
に　
逢　
う　
こ　
と　
で　
あ　
り　
、　

思　
い　
そ　
め　
ぬ　
も　
の　
を　
見　
る　
こ　
と　
で　
あ　
り　
、　
ま　

た　
、　
新　
し　
い　
こ　
と　
を　
発　
見　
す　
る　
こ　
と　
で　
あ　
る　
。　

汽　
車　
に　
乗　
っ　
て　
同　
じ　
線　
を　
何　
回　
通　
っ　
て　
も　
、　

そ　
こ　
に　
何　
ら　
か　
の　
発　
見　
が　
毎　
回　
あ　
る　
も　
の　
で　

あ　
る　
。　
同　
時　
に　
、　
旅　
を　
す　
る　
た　
び　
に　
一　
つ　
の　

課　
題　
を　
持　
っ　
て　
乗　
っ　
て　
み　
る　
こ　
と　
で　
あ　
る　
。　

た　
と　
え　
ば　
、　
民　
家　
の　
屋　
根　
が　
ど　
ん　
な　
に　
変　
わ　

っ　
て　
い　
く　
だ　
ろ　
う　
か　
、　
と　
い　
う　
よ　
う　
な　
こ　
と　

を　
一　
っ　
の　
課　
題　
に　
し　
て　
見　
て　
い　
く　
と　
す　
る　
。　

昭　
和　
二　
十　
年　
ま　
で　
は　
、　
東　
京　
を　
出　
て　
熱　
海　

に　
至　
る　
ま　
で　
は　
ト　
タ　
ン　
葺　
の　
屋　
根　
が　
多　
く　
、　

屋　
根　
は　
寄　
棟　
が　
多　
か　
っ　
た　
。　
遠　
州　
平　
野　
は　
昭　

和　
三　
十　
年　
頃　
ま　
で　
は　
草　
葺　
の　
入　
母　
屋　
が　
多　
か　

っ　
た　
が　
、　
近　
頃　
は　
黒　
瓦　
に　
変　
わ　
っ　
た　
。　
中　
に　

は　
草　
葺　
の　
上　
に　
ト　
タ　
ン　
を　
か　
ぶ　
せ　
た　
の　
も　
見　

か　
け　
る　
。　
そ　
れ　
が　
愛　
知　
県　
へ　
入　
る　
と　
切　
妻　
の　

瓦　
屋　
根　
が　
多　
く　
な　
り　
、　
名　
古　
屋　
を　
す　
ぎ　
る　
と　
、　

ま　
た　
入　
母　
屋　
に　
な　
る　
。　
そ　
し　
て　
、　
入　
母　
屋　
は　

ず　
っ　
と　
下　
関　
ま　
で　
続　
く　
の　
だ　
が　
、　
広　
島　
県　
の　

三　
原　
か　
ら　
広　
島　
ま　
で　
の　
間　
は　
赤　
瓦　
が　
多　
く　
な　

る　
。　見　

た　
眼　
に　
は　
そ　
れ　
だ　
け　
の　
現　
象　
だ　
が　
、　
そ　

れ　
に　
つ　
い　
て　
ま　
た　
い　
ろ　
い　
ろ　
教　
え　
ら　
れ　
る　
。　

神　
奈　
川　
県　
下　
に　
ト　
タ　
ン　
葺　
が　
多　
い　
の　
は　
、　
関　

東　
大　
震　
災　
の　
と　
き　
瓦　
屋　
根　
の　
家　
は　
多　
く　
倒　
壊　

し　
た　
が　
、　
草　
葺　
の　
家　
は　
ほ　
と　
ん　
ど　
つ　
ぶ　
れ　
な　

か　
っ　
た　
。　
つ　
ぶ　
れ　
な　
か　
っ　
た　
草　
葺　
は　
そ　
の　
ま　

ま　
住　
ん　
だ　
が　
、　
つ　
ぶ　
れ　
た　
家　
は　
ト　
タ　
ン　
葺　
に　

変　
わ　
っ　
た　
と　
い　
う　
。　
災　
害　
は　
忘　
れ　
ら　
れ　
た　
頃　

に　
や　
っ　
て　
く　
る　
と　
い　
う　
。　
近　
頃　
ひ　
弱　
な　
感　
じ　

の　
す　
る　
新　
興　
住　
宅　
が　
ず　
い　
ぶ　
ん　
ふ　
え　
て　
来　
た　

の　
だ　
が　
、　
も　
し　
、　
大　
き　
な　
地　
震　
が　
お　
こ　
っ　
た　

ら　
ど　
う　
い　
う　
こ　
と　
に　
な　
る　
だ　
ろ　
う　
か　
と　
、　
新　

し　
い　
家　
を　
見　
て　
い　
て　
す　
ご　
く　
不　
安　
に　
な　
る　
の　

で　
あ　
る　
。　

寄　
棟　
の　
家　
は　
草　
葺　
の　
頃　
に　
多　
か　
っ　
た　
。　
と　

こ　
ろ　
が　
明　
治　
に　
入　
っ　
て　
、　
い　
た　
る　
と　
こ　
ろ　
で　

蚕　
を　
飼　
う　
よ　
う　
に　
な　
っ　
た　
。　
蚕　
を　
飼　
う　
と　
上　

簇　
の　
と　
き　
に　
は　
広　
い　
場　
所　
を　
必　
要　
と　
す　
る　
の　

で　
、　
座　
敷　
ば　
か　
り　
で　
な　
く　
天　
井　
裏　
を　
利　
用　
す　

る　
よ　
う　
に　
な　
っ　
た　
。　
し　
か　
し　
、　
天　
井　
裏　
は　
暗　

い　
の　
で　
両　
側　
の　
屋　
根　
を　
半　
分　
ほ　
ど　
切　
り　
落　
と　

し　
て　
、　
そ　
こ　
か　
ら　
光　
を　
と　
る　
こ　
と　
に　
し　
た　
。　

こ　
の　
よ　
う　
な　
屋　
根　
を　
カ　
ブ　
ト　
と　
い　
っ　
た　
。　
最　

近　
は　
蚕　
を　
あ　
ま　
り　
飼　
わ　
な　
く　
な　
っ　
た　
か　
ら　
、　

家　
を　
改　
造　
す　
る　
と　
き　
カ　
ブ　
ト　
に　
し　
な　
く　
な　
っ　

た　
。　
そ　
し　
て　
、　
始　
め　
か　
ら　
二　
階　
に　
す　
る　
よ　
う　

に　
な　
っ　
た　
。　

入　
母　
屋　
の　
家　
が　
多　
い　
の　
は　
、　
草　
葺　
で　
煙　
突　

を　
つ　
け　
る　
こ　
と　
が　
で　
き　
な　
か　
っ　
た　
頃　
、　
家　
の　

中　
に　
こ　
も　
っ　
た　
煙　
を　
破　
風　
か　
ら　
出　
す　
こ　
と　
が　

で　
き　
る　
の　
で　
、　
破　
風　
の　
あ　
る　
入　
母　
屋　
が　
喜　
ば　

れ　
た　
よ　
う　
で　
あ　
る　
。　
そ　
し　
て　
、　
屋　
根　
が　
瓦　
葺　

に　
な　
っ　
て　
煙　
突　
を　
つ　
け　
て　
も　
破　
風　
の　
あ　
る　
屋　

根　
は　
作　
っ　
た　
。　

愛　
知　
県　
三　
河　
の　
あ　
た　
り　
に　
切　
妻　
の　
家　
が　
多　

い　
の　
は　
、　
も　
と　
そ　
の　
奥　
の　
あ　
た　
り　
に　
切　
妻　
の　

家　
が　
多　
か　
っ　
た　
こ　
と　
に　
よ　
る　
と　
い　
う　
。　
飛　
騨　

か　
ら　
木　
曽　
へ　
か　
け　
て　
は　
、　
昔　
は　
板　
葺　
の　
家　
が　

多　
か　
っ　
た　
。　
板　
葺　
の　
家　
は　
切　
妻　
が　
多　
か　
っ　
た　
。　

そ　
し　
て　
、　
こ　
の　
地　
方　
の　
大　
工　
は　
切　
妻　
の　
家　
を　

作　
る　
こ　
と　
を　
得　
意　
に　
し　
た　
。　
山　
間　
の　
人　
々　
は　

草　
屋　
根　
よ　
り　
も　
板　
葺　
屋　
根　
の　
方　
を　
佳　
と　
し　
た　

の　
で　
板　
屋　
根　
が　
広　
が　
っ　
て　
ゆ　
き　
、　
板　
屋　
根　
が　

瓦　
葺　
に　
な　
っ　
て　
も　
切　
妻　
に　
し　
た　
も　
の　
だ　
と　
い　

う　
。　
ま　
た　
、　
そ　
う　
い　
う　
屋　
根　
の　
家　
を　
作　
る　
の　

は　
飛　
騨　
や　
木　
曽　
の　
大　
工　
が　
多　
か　
っ　
た　
。　

こ　
の　
よ　
う　
な　
話　
は　
無　
限　
に　
ひ　
ろ　
が　
っ　
て　
い　

く　
。　
注　
意　
し　
て　
見　
て　
お　
り　
、　
そ　
れ　
を　
何　
か　
の　

機　
会　
に　
そ　
の　
地　
方　
を　
歩　
い　
た　
と　
き　
土　
地　
の　
人　

に　
聞　
い　
て　
み　
る　
。　
こ　
れ　
は　
屋　
根　
ば　
か　
り　
で　
な　

く　
、　
あ　
ら　
ゆ　
る　
も　
の　
に　
つ　
い　
て　
た　
め　
し　
て　
み　

る　
こ　
と　
が　
で　
き　
る　
。　
物　
に　
は　
変　
わ　
っ　
て　
い　
く　

も　
の　
が　
多　
い　
が　
、　
根　
本　
に　
お　
い　
て　
は　
変　
わ　
ら　

な　
い　
も　
の　
も　
多　
い　
。　
何　
が　
変　
わ　
り　
、　
何　
が　
変　

わ　
ら　
な　
い　
の　
か　
、　
何　
が　
消　
え　
何　
が　
残　
る　
か　
、　

十　
年　
も　
二　
十　
年　
も　
た　
め　
し　
て　
い　
る　
と　
い　
ろ　
い　

ろ　
の　
こ　
と　
を　
教　
え　
ら　
れ　
る　
。　
だ　
か　
ら　
旅　
は　
楽　

し　
く　
、　
ま　
た　
旅　
に　
よ　
っ　
て　
実　
に　
多　
く　
の　
こ　
と　

を　
教　
え　
ら　
れ　
る　
。　
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宮

本

常

一　

若
か
り
し
頃
の
宮
本
先
生

平
成
1  1  
年
３
月
2  6  
日
　
東
京
農
業
大
学
に
て

専
問
委
員
の
先
生
方
や
宮
本
千
晴
氏
に
ご
参
集

い
た
だ
い
て
開
催
さ
れ
た
専
問
部
会
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